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『
凡
物
流
形
』
の
解
釈

上
博
楚
簡

中
国
研
究
集
刊
麗
号
（
総
四
十
八
号
）
平
成
二
十
一
年
六
月
三
―
—
六
八
頁

『
凡
物
流
形
』

の
全
体
構
成

馬
承
源
主
編
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
七
）
』
（
上
海
古

籍
出
版
社
・
ニ

0
0
八
年
十
二
月
）
に
は
、
『
凡
物
流
形
』
と
の
篇

題
を
持
つ
文
献
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
『
凡
物
流
形
』
に
は
甲
本
と

乙
本
が
存
在
す
る
。

甲
本
は
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
保
存
さ
れ
て
お
り
、
全
部
で
三
十
簡

で
あ
る
。
こ
の
内
、
二
十
三
簡
が
整
簡
で
、
残
り
の
七
簡
の
上
端

や
下
端
に
わ
ず
か
な
欠
損
部
分
が
見
ら
れ
る
。
第
十
三
簡
は
上
残

で
、
原
釈
文
は
文
義
か
ら
「
目
」
字
を
補
う
。
第
二
十
二
簡
は
下

残
だ
が
、
文
字
に
欠
損
は
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
第
二
十
三
簡
は

上
下
残
で
、
下
残
の
三
字
は
乙
本
に
よ
っ
て
補
完
で
き
る
。
第
二

十
六
簡
は
上
残
で
、
上
残
の
二
字
は
乙
本
に
よ
っ
て
補
完
で
き
る
。

第
二
十
七
簡
は
上
下
残
で
、
欠
損
部
分
は
回
復
で
き
な
い
。
第
二

十
八
簡
は
下
残
で
字
分
の
欠
損
部
分
は
回
復
で
き
な
い
。
第
二

十
九
簡
は
上
残
で
、
欠
損
部
分
は
回
復
で
き
な
い
。
全
体
の
残
存

文
字
数
は
、
合
文
•
重
文
を
含
め
て
八
百
四
十
六
字
で
あ
る
。
簡

長
は
三
十
三
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
両
端
は
平
斉
。
一
簡
当

た
り
の
文
字
数
は
二
十
五
字
か
ら
三
十
二
字
の
間
で
、
編
餞
は
両

道
で
あ
る
。

乙
本
の
側
に
は
四
簡
な
い
し
五
簡
程
度
の
欠
失
簡
が
あ
り
、
現

存
す
る
の
は
断
簡
を
含
め
て
二
十
一
簡
で
あ
る
。
全
体
の
残
存
文

字
数
は
合
文
•
重
文
を
含
む
六
百
一
字
で
あ
る
。
簡
長
は
四
十
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
両
端
は
平
斉
。
一
簡
当
た
り
の
文
字
数
は
三

十
七
字
前
後
で
、
編
綾
は
三
道
で
あ
る
。

甲
本
と
乙
本
を
対
照
す
る
と
、
い
ず
れ
の
側
に
も
書
き
漏
ら
し

や
写
し
間
違
い
の
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
甲
本
第
三
簡
の
背
に

「
住
（
凡
）
勿
（
物
）
流
型
（
形
）
」
の
四
文
字
が
記
さ
れ
、
こ
れ

が
篇
題
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
首
簡
冒
頭
の
句
を
採
っ
て

篇
題
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

浅

野

裕
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釈
文
を
担
当
し
た
曹
錦
炎
氏
は
解
説
の
中
で
、
『
凡
物
流
形
』
の

体
裁
や
内
容
が
『
楚
辞
』
天
問
と
強
い
共
通
性
を
示
す
点
を
指
摘

し
、
「
我
門
将
《
凡
物
流
形
》
篇
蹄
入
楚
辟
類
作
品
」
と
の
見
解
を

提
示
す
る
。
し
た
が
っ
て
『
凡
物
流
形
』
は
、
古
代
思
想
史
研
究

に
対
し
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
だ
け
で
な
く
、
『
楚
辞
』
研
究
に
対

し
て
も
新
た
な
知
見
を
も
た
ら
す
可
能
性
を
持
つ
貴
重
な
文
献
だ

と
言
え
よ
う
。
そ
こ
で
小
論
で
は
、
『
凡
物
流
形
』
が
古
代
思
想
史

に
占
め
る
位
置
や
『
楚
辞
』
と
の
関
係
を
検
討
す
る
た
め
の
基
礎

作
業
と
し
て
、
ま
ず
『
凡
物
流
形
』
の
解
釈
を
試
み
た
上
で
、
『
凡

物
流
形
』
の
構
成
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
行
う
こ
と
と
し
た
い
。

最
初
に
曹
錦
炎
氏
の
排
列
に
従
う
形
で
原
文
を
示
し
、
次
い
で

書
き
下
し
と
現
代
語
訳
を
掲
げ
る
が
、
書
き
下
し
と
現
代
語
訳
に

つ
い
て
は
、
私
見
に
基
づ
い
て
【

A
】
か
ら
【

R
】
ま
で
の
段
落

分
け
を
行
っ
た
。
ま
た
現
代
語
訳
に
つ
い
て
は
、
内
容
上
の
ま
と

ま
り
に
応
じ
て
さ
ら
に
細
か
く
番
号
を
付
し
た
。

《
原
文
》
文
中
の
（
）
内
の
数
字
は
竹
簡
の
番
号
を
示
す
。
〔

内
は
乙
本
に
よ
り
補
っ
た
文
字
、
【
】
内
は
原
釈
文
が

文
義
に
よ
り
補
っ
た
文
字
、
〈
〉
内
は
筆
者
の
私
見
に

よ
り
補
っ
た
文
字
で
あ
る
。

杵
（
凡
）
勿
（
物
）
流
型
（
形
）
、
累
（
羹
）
口
守
（
得
）
而
城
（
成
）
。

流
型
（
形
）
城
（
成
）
豊
（
腔
）
、
累
（
羹
）
口
守
（
得
）
而
不
死
。

既
城
（
成
）
既
生
、
累
（
羹
）
品
（
叫
）
而
鳴
。
既
束
（
抜
）

既
糀
（
根
）
、
累
（
羹
）
送
（
後
）
」
（
1
）
之
累
（
羹
）
先
。
食

（
陰
）
易
（
陽
）
之
犀
（
処
）
、
累
（
羹
）
口
守
（
得
）
而
固
。
水
火

之
昧
（
和
）
、
累
（
笑
）
尋
（
得
）
而
不
厄
（
厚
）
。
餌
（
問
）
之

曰
。
民
人
流
型
（
形
）
、
累
（
羹
）
口
守
（
得
）
而
生
。
」

(
2
)
流

型
（
形
）
城
（
成
）
豊
（
腔
）
、
累
（
羹
）
遊
（
失
）
而
死
。
又
（
有
）

砂
（
得
）
而
成
、
未
智
（
知
）
左
右
之
請
。
天
堕
（
地
）
立
冬
（
終
）

立
慰
（
始
）
、
天
降
止
（
降
）
五
屁
（
度
）
、
虐
（
吾
）
累
（
羹
）
」

(
3
)
災
（
衡
）
累
（
羹
）
従
（
縦
）
。
五
既
（
氣
）
蚊
至
、
虐
（
吾
）

累
（
羹
）
異
累
（
羹
）
同
。
五
言
オ
（
在
）
人
、
笞
（
執
）
為
之

公
。
九
謳
出
拇
（
誨
）
、
笞
（
執
）
為
之
逆
。
虐
（
吾
）
既
長
而
」

(
4
)
或
老
、
魯
（
執
）
為
朕
（
侍
）
奉
。
視
（
鬼
）
生
於
人
、
累

（
羹
）
古
（
故
）
紳
唄
（
盟
）
。
骨

i
I

（
骨
肉
）
之
既
韓
（
靡
）
、

斤
（
其
）
智
（
知
）
愈
瞬
汀
l
)
、
汀
（
其
）
犬
（
峡
）
—
累
（
羹
）

窟
（
適
）
。
営
（
執
）
智
（
知
）
」
（
5
）
斤
（
其
）
橿
（
姫
）
。
魂

（
鬼
）
生
於
人
、
虐
（
吾
）
累
（
羹
）
古
（
故
）
事
之
。
骨

i
-

（骨

肉
）
之
既
棘
（
靡
）
、
身
豊
（
腔
）
不
見
、
虐
（
吾
）
累
（
笑
）

自
臥
（
飼
和
2
)
)

之
。
一
汀
（
其
）
杢
（
束
）
一
亡
陀
（
託
）
」
（
6
）

虐
（
吾
）
累
（
羹
）
皆
（
時
）
之
窒
（
探
（
注
3
)
）
。
祭
異
（
戦
）
累

（
羹
）
近
（
升
）
。
虐
（
吾
）
女
（
如
）
之
可
（
何
）
思
骰
（
牲
）
。

川
（
順
）
天
之
道
、
虐
（
吾
）
累
（
羹
）
呂
（
以
）
為
頁
（
首
）
。
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虐
（
吾
）
既
牲
（
得
）
」
（
7
）
百
省
（
姓
）
之
昧
（
和
）
、
虐
（
吾
）

累
（
築
）
事
之
。
昭
行
4
)

天
之
唄
（
明
（
沈
5
)
)

累
（
羹
）
口
守
（
得
）
。

醜
（
鬼
）
之
紳
累
（
羹
）
臥
（
飼
）
。
先
王
之
智
—
累
（
笑
）
備
。

餌
（
聞
（
注
6
)
）
之
曰
。
近
（
升
）
」
（
8
）
高
従
婢
、
至
遠
従
迩
（
迎
）
。

十
回
（
園
）
之
木
、
斤
（
其
）
釘
（
始
）
生
女
（
如
）
朔
（
薬
）
。

足
晒
（
将
）
至
千
里
、
必
従
介
（
寸
）
釘
（
始
）
：
。
日
之
又
（
有
）
」

(
9
)
耳
（
珂
）
一
、
酒
（
将
）
可
（
何
）
聖
（
聴
）
。
月
之
又
（
有
）

軍
（
最
）
―
‘
盾
（
将
）
可
（
何
）
正
（
征
）
。
水
之
東
流
霞
、
隠

（
将
）
可
（
何
）
涅
（
盈
）
。
日
之
釘
（
始
）
出
、
可
（
何
）
古

（
故
）
大
而
不
悲
（
燿
）°
-
J
T（
其
）
人
（
入
）
」
（1
0
)｛
中
（
中
）
—

累
（
羹
）
古
（
故
）
少
（
小
）
雁
（
枕
71
）
叩
元
8
)
敗
（
樹
(
t
J
9
)
）
。
餌

（
問
）
〈
之
日
（
汁
10)

〉
。
天
笞
（
執
）
高
輿
。
陀
（
地
）
笞
（
執
）

猿
（
遠
）
与
（
輿
）
。
営
（
執
）
為
天
。
笠
（
執
）
為
陥
（
地
）
。

魯
（
執
）
為
胤
（
雷
）
。
」
（
11
）
笞
（
執
）
為
音
（
螢
廷
(fjll)

）
。
土

累
（
羹
）
日
守
（
得
）
而
坪
（
平
）
。
水
累
（
羹
）
日
守
（
得
）
而
消
。

丹
（
草
）
木
累
（
羹
）
口
守
（
得
）
而
生
。
天
挽

n12)
（
近
）
之
矢

（
施
（
注
13)

）
人
。
是
古
（
故
）
」
（

12
）
【
目
】
而
智
（
知
）
名
、

亡
耳
而
餌
（
聞
）
聖
（
瞥
）
。
丹
（
草
）
木
牲
（
得
）
之
呂
（
以
）

生
、
含
（
禽
）
献
屈
（
得
）
之
目
（
以
）
象
（
鳴
）
。
遠
之
文

(t.

矢
・
施
）
、
含
（
禽
）
獣
累
（
羹
）
日
守
（
得
）
而
鳴
。
」

(13)

夫

雨
之
至
一
、
笠
（
執
）
霧
漆
之
。
夫
杵
（
風
）
之
至
一
、
魯
（
執
）

殿
（
披
）
隈
而
近

(Jff)
之
。
餌
（
聞
（
打
M
)
）
之
日
、
肢
（
識
）

迫
、
坐
不
下
笞
（
席
）
。
尚
（
描
）
竪
（
冤
和
15)

）
、
」
（

14)

視
於

天
下
、
番
（
審
）
於
國
（
淵
）
（
注
16)°

坐
而
思
之
、
毎
（
謀
）
於

千
里
。
追
（
起
）
而
雨
（
用
）
之
、
練
（
陳
）
於
四
栂
（
海
）
。

餌
（
聞
）
之
日
。
至
情
而
智
（
知
）
」
（

15
）
箸
（
著
(
t
t
1
7
)
)

、
不

輿
事
之
、
智
（
知
）
四
栂
（
海
）
。
至
聖
（
聴
）
千
里
、
達
見
百
里
。

是
古
（
故
）
聖
人
尿
（
処
）
於
斤
（
其
）
所
、
邦
蒙
（
家
）
之
」

(16)
怠
（
圏
）
之
、
女
（
如
）
井
天
下
而
虔
（
祖
）
之
。
口
守
（
得
）

啄
（
一
（
注
18)
）
而
思
之
、
若
井
天
下
而
訣
（
治
）
之
。
此
琢
（
一
）

目
（
以
）
為
天
堅
（
地
）
旨
（
稽
（
注
19)
）
、
」
（

17)

是
胃
（
謂
）

少
（
小
）
散
（
徹
）
。
累
（
羹
）
胃
（
謂
）
少
（
小
）
散
（
徹
）
。

人
白
為
骰
（
識
）
。
累
（
笑
）
目
（
以
）
智
（
知
）
一
汀
（
其
）
白
し
。

冬
（
終
）
身
自
若
し
、
能
晶
（
顧
）
言
、
虐
（
吾
）
能
啄
（
一
）
」

(18)
之
。
古
（
故
）
啄
(
-
)
一
虔
（
担
）
之
又
（
有
）
未
敷
（
界
）
。

臥
（
飼
）
之
又
（
有
）
聖
（
啓
）
、
祈
之
可
見
、
操
（
躁
）
之
可
操
、

採
（
絲
）
之
則
遊
（
失
）
、
敗
之
則
」

(19)
高
（
稿
）
、
測
之
則
戟

（
滅
）
。
俄
（
識
）
此
言
一
、
追
（
起
）
於
啄
(
-
)
閤
（
端
）
。

餌
（
聞
）
之
日
。
啄
（
一
）
言
而
禾
（
和
）
不
会
（
窮
（
汁
2
0
)
)

、

琢
（
一
）
言
而
又
（
有
）
衆
。
」

(20)
餌
（
聞
）
之
日
。
琢
（
一
）

生
亜

l
-

（雨（悲
21)

、
雨
）
生
ム
ー
＿
（
参
、
参
）
生
弔
（
四
（
注
22)

）
城

（
成
）
結
。
是
古
（
故
）
又
（
有
）
吝
（
一
）
、
天
下
亡
不
又
（
有
）

|
（
順
和
23)
）
。
亡
琢
（
一
）
、
天
下
亦
亡
琢
（
一
（
悲
21)

）
又
（
有
）

|
（
順
）
。
亡
」

(21)
俄
（
識
）
従
、
所
目
（
以
）
仮
（
修
）
身

(33) 



而
訂
（
治
）
邦
蒙
（
家
）
。
餌
（
聞
）
之
曰
。
能
俄
（
識
）
琢
（
一
）
、

則
百
勿
（
物
）
不
遊
（
失
）
。
女
（
如
）
不
能
俄
（
識
）
啄
（
一
）

則
」
(
2
2
)
百
勿
（
物
）
具
（
具
）
遊
（
失
）
。
女
（
如
）
欲
俄
（
識
）

啄
（
一
）
、
叶
（
糾
）
而
視
之
、
任
而
伏
之
。
女
（
如
）
遠
偲
（
求
）
、

厄
（
託
）
於
身
旨
（
稽
）
之
、
曰
守
（
得
）
啄
(
-
)
〔
而
慇
（
圏
）

之
。
〕
」
（
2
3
）
〔
俄
（
識
）
情
而
智
（
知
）
〕
、
俄
（
識
）
智
（
知
）

而
紳
、
俄
（
識
）
紳
而
同
（
逍
（
注
25)
）
、
〔
俄
（
識
）
同
（
逍
）
〕

而
翁
（
瞼
）
、
俄
（
識
）
令
（
瞼
）
而
困
、
俄
（
識
）
困
而
逗
（
復
）
。

氏
（
是
）
古
（
故
）
陳
為
新
。
人
死
邁
（
復
）
為
人
、
水
邁
（
復
）
」

(
2
4
)
於
天
咸
和
2
6
)
°
百
勿
（
物
）
不
死
女
（
如
）
月
。
此
側
（
賊
）

或
内
（
入
）
、
冬
（
終
）
則
或
始
五
27)
、
至
則
或
反
。
骰
（
識
）
此

言
レ
、
追
（
起
）
於
琢
(
-
)
湘
（
端
）
。
〔
餌
（
聞
）
之
日
。
〕
」

(
2
5
)
〔
啄
〕
（
一
）
〔
生
〕
、
歴
（
危
（
注
28))

低
（
安
江
29))

薦
（
存
）

忘
（
亡
）
、
側
（
賊
）
態
（
陥
）
之
隻
（
作
）
、
可

n30)之
（
先
）

智
（
知
）

_) 0

餌
（
聞
）
之
日
。
心
不
勁
（
勝
）
心
、
大
蹴
（
乱
）

乃
隻
（
作
）
。
心
女
（
如
）
能
勁
（
勝
）
心
、
」
(
2
6
)
…
…
数
（
揚
）

腔
（
飩
）
而
豊
（
證
）
、
井
（
屏
）
奨
（
氣
）
而
言
、
不
遊
（
失
）

斤
（
其
）
所
。
然
古
（
故
）
曰
啜
（
賢
）
。
昧
（
和
）
個
（
朋
）
昧

（
和
）
奨
（
氣
）
、
向
聖
好
也
：
・
…
」
（
2
7
)
虐
（
嗚
）
夫
（
乎
）
、

此
之
胃
（
謂
）
省
（
小
）
城
（
成
）
。
〈
餌
（
聞
）
之
〉
日
（
注
包
o

百
省
（
姓
）
指
＝
（
之
所
）
貴
唯
君
＝
（
君
、
君
）
止
所
＝
（
之
所
）
貴

唯
心
＝
（
心
、
心
）
柑
＝
（
之
所
）
貴
唯
吝
（
一
）
。
口
守
（
得
）
而
解

之
、
上
□
口
」
(
2
8
)
衆
°
琢
(
-
)
言
而
萬
民
之
利
一
、
啄
（
一
）

言
而
為
天
堅
（
地
）
旨
（
稽
（
注
32)
）
。
採
（
録
）
之
不
涅
（
盈
）
捺

（
絲
）
、
専
（
敷
）
之
亡
所
鉤
（
均
）
。
大
」
(
2
9
)
之
目
（
以
）

智
（
知
）
天
下
、
少
（
小
）
之
呂
（
以
）
訂
（
治
）
邦

1
。
之
（
注
33)

カ
、
古
之
力
、
乃
」
(
3
0
)

《
書
き
下
し
》

う

つ

な

に

【

A
】
凡
そ
物
は
形
を
流
す
に
、
梁
を
か
得
て
成
る
や
。
形
を
流

し
て
体
を
成
す
に
、
羹
を
か
得
て
死
せ
ざ
る
や
。
既
に
成
り

な
ん

既
に
生
ず
る
に
、
羹
ぞ
叫
し
て
鳴
く
や
。
既
に
抜
き
既
に
根

い

ず

れ

い

ず

れ

お

う
る
に
、
霙
か
之
を
後
と
し
羹
か
先
と
せ
ん
や
。
陰
陽
の
処

な

に

な

に

る
は
、
笑
を
か
得
て
固
き
や
。
水
火
の
和
す
る
は
、
羹
を
得

う
つ

て
厚
か
ら
ざ
る
や
。
之
に
問
い
て
日
う
。
民
人
形
を
流
す
に
、

羹
を
か
得
て
生
ず
る
や
。
形
を
流
し
て
体
を
成
す
に
、
巽
を

か
失
い
て
死
す
る
や
。
得
る
こ
と
有
り
て
成
る
に
、
未
だ
左

右
の
請
を
知
ら
ざ
る
か
。

【

B
】
天
地
終
わ
り
を
立
て
始
め
を
立
て
、
天
は
五
度
を
降
す
に
、

な

に

よ

こ

た

て

な

ら

吾
は
霙
を
か
衡
と
し
羹
を
か
縦
と
せ
ん
や
。
五
気
拉
び
至
る

な
に

に
、
吾
は
簗
を
か
異
と
し
羹
を
か
同
と
せ
ん
や
。
五
言
は
人

た

れ

お

し

え

い

だ

に
在
る
も
、
執
か
之
れ
が
公
を
為
さ
ん
や
。
九
区
は
誨
を
出

む
か

す
も
、
執
か
之
れ
が
逆
う
る
を
為
さ
ん
や
。
吾
は
既
に
長
じ

ぁ

て
老
ゆ
る
こ
と
或
る
も
、
執
か
侍
奉
を
為
さ
ん
や
。
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な
ん

【

C
】
鬼
は
人
よ
り
生
ず
る
に
、
羹
の
故
に
神
盟
す
る
や
。
骨
肉

は

ろ

あ

さ

ら

は
之
れ
既
に
靡
ぶ
も
、
其
の
知
は
愈
い
よ
降
か
な
れ
ば
、
其

い

ず

く

お

ぎ

な

た

れ

の
映
は
梁
に
か
適
わ
る
る
や
。
執
か
其
の
橿
な
る
を
知
る
や
。

な

ん

つ

か

鬼
は
人
よ
り
生
ず
る
に
、
吾
は
羹
の
故
に
之
に
事
う
る
や
。

骨
肉
は
之
れ
既
に
靡
び
、
身
体
は
見
わ
れ
ざ
る
に
、
吾
羹
ぞ

や

し

な

さ

た

こ

と

よ

な

自
ら
之
を
飼
う
や
。
其
の
来
る
や
、
託
せ
る
こ
と
亡
き
に
、

な

ん

む

く

す

す

吾
羹
ぞ
時
に
之
れ
賽
ゆ
る
や
。
祭
戦
す
る
に
、
羹
ぞ
升
む
る

ぁ

ゃ
°
吾
は
之
を
如
何
に
し
て
挫
く
と
思
わ
ん
や
。

し

た

が

な

に

こ

う

べ

【

D
】
天
の
道
に
順
う
に
、
吾
は
笑
を
以
て
首
と
為
さ
ん
や
。
吾

な
に

既
に
百
姓
の
和
を
得
れ
ば
、
吾
は
羹
を
か
之
を
事
と
せ
ん
や
。

い

ず

く

い

ず

（

昭
天
の
明
は
羹
に
か
得
ら
る
る
や
。
鬼
の
神
な
る
は
羹
に

や

し

な

い

ず

く

か
飼
わ
る
る
や
。
先
王
の
智
は
羹
に
か
備
わ
れ
る
や
。

の

ぼ

ひ

く

【

E
】
之
を
聞
き
て
日
う
。
高
き
に
升
る
は
坤
き
よ
り
し
、
遠
き

ら
か

に
至
る
は
避
き
よ
り
す
。
十
囲
の
木
も
、
其
の
始
め
て
生
ず

る
や
築
の
如
し
。
足
の
将
に
千
里
に
至
ら
ん
と
す
る
や
、
必

ず
寸
よ
り
始
む
。

み
み

【

F
】
日
の
耳
有
る
は
、
将
に
何
を
か
聴
か
ん
と
す
る
や
。
月
の

最
有
る
は
、
将
に
何
を
か
征
せ
ん
と
す
る
や
。
水
の
東
流
す

み

る
は
、
将
に
何
を
か
盈
た
さ
ん
と
す
る
や
。
日
の
始
め
て
出

か
が
や

ず
る
や
、
何
の
故
に
大
な
る
も
燿
か
ざ
る
や
。
其
の
中
に
入

な

ん

あ

か

か

が

や

か

く

る
や
、
梁
の
故
に
小
さ
き
も
雁
く
叩
き
て
樹
る
る
や
。
之
に

し

す

し

す

問
い
て
日
う
。
天
は
執
れ
に
高
き
か
。
地
は
執
れ
に
遠
き
か
。

た

れ

つ

く

た

れ

っ

く

た

れ

い

か

づ

ら

つ

く

執
か
天
を
為
れ
る
や
。
執
か
地
を
為
れ
る
や
。
執
か
雷
を
為

た

れ

い

な

づ

ま

つ

く

な

に

れ
る
や
。
執
か
露
を
為
れ
る
や
。
土
は
笑
を
か
得
て
平
ら
か

な

に

な

に

な
る
や
。
水
は
妥
を
か
得
て
清
ら
か
な
る
や
。
草
木
は
羹
を

か
得
て
生
ず
る
や
。

【

G
】
天
挽
之
矢
人
。
是
の
故
に
：
・
…
し
て
名
を
知
り
、
耳
亡
く

し
て
声
を
聞
く
。
草
木
は
之
を
得
て
以
て
生
じ
、
禽
獣
は
之

を
得
て
以
て
鳴
く
。

な
に

【

H
】
遠
之
七
、
禽
獣
は
築
を
か
得
て
鳴
く
や
。
夫
れ
雨
の
至
る

は
、
執
か
霧
し
て
之
を
漆
く
す
る
や
。
夫
れ
風
の
至
る
は
、

執
か
披
限
ら
せ
て
之
を
屏
う
や
。

【

I
】
之
を
聞
き
て
日
う
。
道
を
識
る
に
、
坐
し
て
席
よ
り
下
ら

ず
。
描
冤
視
於
天
下
、
審
於
淵
。
坐
し
て
之
を
思
わ
ば
、
千

里
に
謀
る
。
起
ち
て
之
を
用
う
れ
ば
、
四
海
に
陳
く
。
之
を

あ
ず
か

聞
き
て
日
う
。
至
情
な
れ
ば
著
を
知
り
、
与
り
て
之
を
事
と

せ
ず
し
て
四
海
を
知
る
。
至
聴
は
千
里
、
達
見
は
百
里
。
是

ぉ

の
故
に
聖
人
は
其
の
所
に
処
り
て
、
邦
家
の
図
は
之
り
、
天

あ
わ

下
を
井
す
る
が
如
く
し
て
之
を
担
る
。
一
を
得
て
之
を
思
い
、

天
下
を
井
す
る
が
若
く
し
て
之
を
治
む
。

の
り

【

J
】
此
の
一
を
ば
以
て
天
地
の
稽
と
為
す
は
、
是
を
小
徹
と
謂

な

に

む

な

し

う
。
築
を
か
小
徹
と
謂
う
。
人
白
く
し
て
識
る
を
為
す
な

む
な
し

し
す
く

り
。
笑
に
か
以
て
其
の
白
き
に
知
る
や
。
身
を
終
く
し
て
自

若
し
、
能
く
言
を
顧
み
れ
ば
、
吾
能
＜
之
を
一
と
す
。
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あ
た

【

k
】
故
に
一
は
之
を
担
る
も
、
未
だ
界
え
ら
れ
ざ
る
も
の
有
り
。

や

し

な

よ

ろ

こ

あ

ら

わ

せ

ま

之
を
飼
わ
ば
声
有
り
、
之
を
折
べ
ば
見
す
べ
く
、
之
に
躁
ら

あ

や

っ

と

ど

き

さ

ず

つ

ば
操
る
べ
く
、
之
を
録
む
れ
ば
則
ち
失
え
、
之
を
敗
く
れ
ば

は
か

則
ち
稿
れ
、
之
を
測
ら
ば
則
ち
滅
ぶ
。
此
の
言
を
識
ら
ば
、

た
だ

一
に
起
ち
て
端
す
。

す
な
わ

【

L
】
之
を
聞
き
て
日
う
。
一
言
な
れ
ば
而
ち
和
し
て
窮
ま
ら
ず
、

一
言
な
れ
ば
而
ち
衆
有
り
。

【

M
】
之
を
聞
き
て
日
う
。
一
は
両
を
生
じ
、
両
は
参
を
生
じ
、

参
は
四
を
生
じ
て
結
を
成
す
。
是
の
故
に
一
有
ら
ば
、
天
下

に
順
有
ら
ざ
る
こ
と
亡
し
。
一
亡
け
れ
ば
、
天
下
に
亦
た
順

有
る
こ
と
亡
し
。

な

【

N
】
識
る
こ
と
亡
く
し
て
従
う
は
、
身
を
修
め
て
邦
家
を
治
む

る
所
以
な
る
か
。
之
を
聞
き
て
日
う
。
能
く
一
を
識
ら
ば
、

則
ち
百
物
は
失
わ
れ
ず
。
如
し
一
を
識
る
こ
と
能
わ
ざ
れ
ば
、

と
も

則
ち
百
物
は
具
に
失
わ
る
。
如
し
一
を
識
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
、

あ
わ

t
か

う

か

が

糾
せ
て
之
を
視
、
任
せ
て
之
を
伏
え
。
如
し
遠
き
に
求
む
れ

か

ん

が

は

か

ば
、
身
に
託
し
て
之
を
稽
え
、
一
を
得
て
之
を
図
れ
。

【

0
】
情
を
識
ら
ば
而
ち
知
、
知
を
識
ら
ば
而
ち
神
、
神
を
識
ら

ば
而
ち
逍
、
逍
を
識
ら
ば
而
ち
険
、
険
を
識
ら
ば
而
ち
困
、

か

え

つ

ら

困
を
識
ら
ば
而
ち
復
る
。
是
の
故
に
陳
ね
て
新
を
為
す
。
人

死
し
て
復
た
人
と
為
り
、
水
は
天
咸
に
復
る
。
百
物
の
死
せ

ぁ

ざ
る
は
月
の
如
し
。
此
れ
賊
し
て
入
る
こ
と
或
る
も
、
終
き

か
え

れ
ば
則
ち
始
ま
る
こ
と
或
り
、
至
ら
ば
則
ち
反
る
こ
と
或
り
。

た

た

だ

此
の
言
を
識
ら
ば
、
一
に
起
ち
て
端
す
。

【

P
】
之
を
聞
き
て
日
う
。
一
生
ず
れ
ば
、
危
安
存
亡
、
賊
盗
の

お
こ作

る
は
、
先
知
す
べ
し
。
之
を
聞
き
て
日
う
。
心
、
心
に
勝

た
ざ
れ
ば
、
大
乱
は
乃
ち
作
る
。
心
如
し
能
く
心
に
勝
た
ば
、

き

ェ

あ

お

さ

、
其
の
所

【

Q
】
…
…
飩
を
揚
げ
て
礼
し
、
気
を
屏
え
て
言
い
て

と

も

や

わ

を
失
わ
ず
。
然
る
が
故
に
賢
と
日
う
。
朋
に
和
し
て
気
を
和

ら
げ
、
聖
の
好
な
る
に
向
か
い
…
…
嗚
乎
、
此
を
之
れ
小
成

と
謂
う
。

た

【

R
】
之
を
聞
き
て
日
う
。
百
姓
の
貴
ぶ
所
は
唯
だ
君
、
君
の
貴

ぶ
所
は
唯
だ
心
、
心
の
貴
ぶ
所
は
唯
だ
一
な
り
。
得
て
之
を

解
す
れ
ば
、
上
□
口
衆
し
。
一
言
は
而
ち
万
民
の
利
に
し
て
、

の

り

と

ど

一
言
は
而
ち
天
地
の
稽
と
為
る
。
之
を
録
め
ん
と
し
て
録
む

み

る
を
盈
た
さ
ざ
れ
ば
、
之
を
敷
く
に
均
し
く
す
る
所
亡
し
。

之
を
大
に
し
て
以
て
天
下
を
知
り
、
之
を
小
に
し
て
以
て
邦

を
治
む
。

《
現
代
語
訳
》

【

A
】
(
1
)
す
べ
て
物
は
形
を
流
動
さ
せ
続
け
る
の
に
、
何
を
獲

得
し
た
こ
と
に
よ
り
、
一
定
の
身
体
を
形
成
す
る
の
で
あ
ろ

う
か
。

(
2
)

形
を
流
動
さ
せ
て
一
定
の
身
体
を
形
成
す
る

の
だ
が
、
何
を
獲
得
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
定
の
寿
命
を
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保
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。

(
3
)

す
で
に
身
体
を
形
成
し
、
す

で
に
生
ま
れ
て
き
た
の
に
、
な
ぜ
乳
児
は
泣
く
の
で
あ
ろ
う

か。

(
4
)

昔
か
ら
抜
き
取
り
昔
か
ら
植
え
付
け
て
き
て
い

る
の
だ
が
、
ど
ち
ら
が
後
で
ど
ち
ら
が
先
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

(
5
)
陰
と
陽
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
落
ち
着
い
て
い
る
の

は
、
何
を
獲
得
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
安
定
し
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
（

6
）
（
正
反
対
の
性
質
を
持
つ
）
水
と
火
が

調
和
す
る
の
に
、
何
を
獲
得
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
者
は

近
接
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

(
7
)

質
問
し
た
い
。
（
す

べ
て
物
は
）
形
を
流
動
さ
せ
続
け
る
の
に
、
人
間
は
何
を
獲

得
し
た
せ
い
で
（
人
間
の
形
態
で
）
生
ま
れ
て
く
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
(
8
)
形
を
流
動
さ
せ
て
身
体
を
形
成
し
た
の
に
、

何
を
失
っ
た
せ
い
で
死
ぬ
の
で
あ
ろ
う
か
。
(
9
)
何
か
を

獲
得
し
た
こ
と
に
よ
り
身
体
を
形
成
し
た
の
に
、
誰
が
請
求

し
て
そ
う
な
っ
た
の
か
、
い
ま
だ
に
分
か
ら
な
い
の
で
あ
ろ

X

0

 

うっカ

【

B
】

(10)

天
地
は
終
わ
り
と
始
ま
り
の
区
別
を
立
て
、
上
天
は

（
左
木
・
右
金
•
前
火
・
後
水
・
中
土
の
）
五
度
を
降
し
た

が
、
私
は
何
を
横
と
し
何
を
縦
と
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う

か
。

(
1
1
)（
木
・
火
•
土
・
金
·
水
の
）
五
種
類
の
気
が

と
も
に
や
っ
て
来
る
の
だ
が
、
私
は
そ
の
中
の
何
を
自
分
と

は
異
質
な
気
と
し
、
何
を
自
分
と
同
質
の
気
と
す
れ
ば
よ
い

の
で
あ
ろ
う
か
。
(
1
2
)
（
仁
・
義
・
礼
•
智
•
信
の
）
五

常
を
説
く
言
辞
が
人
々
の
口
か
ら
発
せ
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ

の
中
の
誰
が
公
正
さ
を
備
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
(
1
3
)

多
く
の
役
所
が
教
誨
を
発
布
す
る
の
だ
が
、
い
っ
た
い
誰
が

そ
れ
を
受
け
止
め
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

(14)

私
は
す
で
に

年
を
取
っ
て
老
人
と
な
っ
た
の
だ
が
、
誰
が
私
に
か
し
ず
い

て
世
話
を
見
て
く
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

【

C
】

(
1
5
)
鬼
は
死
者
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
ど
う
し
て
神
前
で

盟
う
場
所
に
や
っ
て
来
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

(16)

（死

者
で
あ
る
鬼
の
）
肉
体
は
す
で
に
滅
ん
で
し
ま
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
鬼
の
知
が
生
前
よ
り
も
明
察
だ
と
す
れ
ば
、
喪

失
し
た
肉
体
の
機
能
は
ど
の
よ
う
に
し
て
補
完
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

(17)

誰
が
鬼
が
強
い
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。

(18)
鬼
は
死
者
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
私
は
ど

う
し
て
お
仕
え
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

(19)

（
鬼
の
）
骨

肉
は
す
で
に
滅
び
、
身
体
を
現
さ
な
い
の
に
、
私
は
な
ぜ
自

分
で
鬼
を
義
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
(
2
0
)
鬼
は
降
臨
す
る
が
、

依
頼
し
た
覚
え
が
な
い
の
に
、
私
は
ど
う
し
て
時
節
ご
と
に

感
謝
の
祭
祀
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
ろ
う
か
。

(21)

（
肉
体
の
な
い
鬼
を
）
祭
祀
す
る
の
に
、
な
ぜ
飲
食
物
を
献

上
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

(22)
私
は
ど
の
よ
う
に
し
て
（
進

上
し
た
飲
食
物
に
鬼
が
）
満
足
し
た
と
思
量
す
れ
ば
よ
い
の
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で
あ
ろ
う
か
。

【

D
】

(23)

天
道
に
順
う
場
合
、
私
は
何
を
番
重
要
だ
と
す
れ

ば
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
(
2
4
)
私
が
す
で
に
百
姓
の
調
和
を

獲
得
し
て
し
ま
え
ば
、
私
は
何
を
自
分
の
仕
事
と
す
れ
ば
よ

い
の
で
あ
ろ
う
か
。
(
2
5
)
上
天
の
明
察
は
、
ど
の
よ
う
に

し
て
獲
得
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
(
2
6
)
鬼
の
神
妙
な
霊

力
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
養
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

(27)

先
王
た
ち
の
智
恵
は
ど
の
よ
う
に
し
て
備
わ
っ
た
の
で
あ
ろ

、。
ろっカ

【

E
】

(28)

次
の
よ
う
に
聞
い
て
い
る
。
高
み
に
登
る
の
も
低
い

場
所
か
ら
出
発
す
る
し
、
遠
く
に
到
達
す
る
の
も
近
い
地
点

か
ら
出
発
す
る
。

(29)

十
抱
え
ほ
ど
の
巨
木
も
、
始
め
て

芽
を
出
し
た
と
き
は
蓬
の
よ
う
で
あ
る
。

(30)

千
里
の
道

程
を
走
破
す
る
の
も
、
必
ず
僅
か
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と

か
ら
始
ま
る
。

【

F
】

(31)

太
陽
に
左
右
の
耳
が
あ
る
の
は
、
い
っ
た
い
何
を
聞

こ
う
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

(32)

月
の
周
り
に
最
が
あ

る
の
は
、
い
っ
た
い
何
処
を
征
伐
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
ろ

う
か
。

(33)

河
川
の
水
が
東
に
向
か
っ
て
流
れ
る
の
は
、

い
っ
た
い
何
を
満
た
そ
う
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

(34)

太
陽
が
始
め
て
昇
る
と
き
、
な
ぜ
大
き
い
に
も
か
か
わ
ら
ず

強
く
輝
か
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

(35)

太
陽
が
地
中
に
没

す
る
と
き
、
な
ぜ
小
さ
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
赤
く
輝
き
な

が
ら
隠
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

(36)

質
問
し
た
い
。
天
は

ど
の
方
面
に
向
か
っ
て
高
く
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

(37)
地
は
ど
の
方
面
に
長
く
延
び
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

(38)

誰
が
天
を
創
造
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

(39)

誰
が

地
を
創
造
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

(40)

誰
が
雷
を
創
造
し

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

(41)

誰
が
稲
妻
を
創
造
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
。

(42)

土
は
何
を
獲
得
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
平
ら

な
の
で
あ
ろ
う
か
。

(43)

水
は
何
を
獲
得
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
清
ら
か
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

(44)

草
木
は
何
を
獲
得

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

【

G
】

(45)

天
挽
之
矢
人
。
だ
か
ら
：
・
：
・
し
て
名
前
を
知
り
、
耳

を
塞
い
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
声
を
聞
く
。

(46)

草
木

は
こ
の
天
の
働
き
を
獲
得
し
て
生
じ
、
禽
獣
は
こ
の
天
の
働

き
を
獲
得
し
て
鳴
く
。

【

H
】

(47)

遠
之
七
。
禽
獣
は
何
を
獲
得
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
鳴

く
の
で
あ
ろ
う
か
。
(
4
8
)
い
っ
た
い
雨
が
や
っ
て
来
る
の

は
、
誰
が
雨
乞
い
し
て
空
を
黒
く
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

(49)

い
っ
た
い
風
が
や
っ
て
来
る
の
は
、
誰
が
吹
き
渡
ら

せ
て
そ
れ
を
追
い
立
て
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

【

I
】

(50)

次
の
よ
う
に
聞
い
て
い
る
。
道
を
知
る
の
に
、
じ
っ

と
座
っ
た
ま
ま
で
席
を
は
ず
さ
な
い
。

(51)

描
星
視
於
天

(38) 



下
、
審
於
淵
。

(52
）
じ
っ
と
座
っ
た
ま
ま
思
念
す
れ
ば
、

千
里
の
外
ま
で
計
謀
で
き
る
。
立
ち
上
が
っ
て
用
い
れ
ば
、

世
界
中
に
行
き
渡
る
。
(
5
3
)
次
の
よ
う
に
聞
い
て
い
る
。

最
高
の
誠
を
備
え
た
人
物
は
万
事
の
成
り
行
き
を
知
り
、
自

ら
実
際
に
事
業
を
行
わ
な
く
と
も
世
界
中
を
知
り
尽
く
す
。

(
5
4
)
最
高
の
聴
覚
は
千
里
先
ま
で
も
聞
き
分
け
、
最
高
の

視
覚
は
百
里
先
ま
で
も
見
通
す
。

(55)

だ
か
ら
こ
そ
聖
人

は
自
分
の
場
所
に
じ
っ
と
し
て
い
な
が
ら
、
国
家
経
営
の
妙

案
は
自
ら
至
り
、
ま
る
で
世
界
中
を
統
合
し
て
い
る
か
の
よ

う
に
天
下
を
掌
握
す
る
。
(
5
6
）
一
を
把
握
し
て
そ
れ
を
思

慮
•
分
析
し
、
あ
た
か
も
世
界
中
を
統
合
し
て
い
る
か
の
よ

う
に
天
下
を
安
定
さ
せ
る
。

【

J
】

(
5
7
)
こ
の
一
を
天
地
の
理
法
と
す
る
や
り
方
は
、
こ
れ
を

小
徹
（
内
な
る
心
で
到
達
す
る
）
と
呼
ぶ
。
(
5
8
)
何
を
小
徹

と
呼
ぶ
の
か
。
人
が
内
な
る
精
神
を
潔
白
に
し
て
物
事
を
認

識
す
る
の
を
言
う
。
(
5
9
)
ど
の
よ
う
に
し
て
内
な
る
心
を

潔
白
•
空
虚
に
し
て
物
事
を
認
識
す
る
の
か
。
身
体
を
捨
象

し
て
精
神
を
安
静
に
保
ち
、
（
一
に
基
づ
か
な
い
）
言
語
に

内
省
を
加
え
れ
ば
、
私
は
一
を
認
識
で
き
る
の
で
あ
る
。

【

k
】

(
6
0
)
そ
こ
で
一
を
掌
握
し
て
も
、
ま
だ
与
え
ら
れ
て
い
な

い
も
の
が
あ
る
。
相
手
を
増
長
さ
せ
れ
ば
、
そ
の
声
が
聞
こ

え
て
く
る
し
、
相
手
を
歓
迎
し
て
み
せ
れ
ば
、
真
の
姿
を
暴

露
す
る
し
、

る
し
、

相
手
を
厳
し
く
責
め
立
て
れ
ば
、
そ
れ
を
操
れ

相
手
を
記
録
す
れ
ば
消
え
失
せ
る
し
、
相
手
を
傷
つ

け
れ
ば
枯
れ
凋
む
し
、
相
手
を
精
密
に
計
測
す
れ
ば
滅
亡
す

る
。
こ
う
し
た
方
法
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
一
に
立
脚
し
て
天

下
•
国
家
を
是
正
で
き
る
。

【

L
】

(
6
1
)
こ
の
よ
う
に
聞
い
て
い
る
。
一
に
基
づ
く
言
辞
は
、

調
和
し
て
困
窮
し
な
い
。
一
に
基
づ
く
発
言
は
賛
同
者
が
多

、。し

【

M
】

(
6
2
)
次
の
よ
う
に
聞
い
て
い
る
。
一
は
二
を
生
み
出
し
、

二
は
三
を
生
み
出
し
、
三
は
四
を
生
み
出
し
て
完
結
し
た
。

(
6
3
)
そ
こ
で
一
が
存
在
す
れ
ば
、
天
下
に
明
瞭
な
秩
序
が

存
在
し
な
い
こ
と
は
な
い
。
一
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、
天
下

に
一
に
基
づ
く
明
瞭
な
秩
序
が
あ
る
こ
と
は
な
い
。

【

N
】

(
6
4
)
一
を
知
ら
ず
に
統
治
に
従
事
す
る
の
は
、
わ
が
身
を

修
め
て
国
家
を
統
治
す
る
方
法
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
(
6
5
)

次
の
よ
う
に
聞
い
て
い
る
。
一
を
熟
知
す
れ
ば
、
多
く
の
事

業
も
失
敗
し
た
り
は
し
な
い
。
も
し
一
を
熟
知
で
き
な
け
れ

ば
、
多
く
の
事
業
は
こ
と
ご
と
く
失
敗
に
帰
す
る
。
も
し
一

を
熟
知
し
た
い
と
願
う
の
で
あ
れ
ば
、
統
治
対
象
を
数
多
く

集
め
て
看
視
し
、
好
き
勝
手
に
振
る
舞
わ
せ
て
密
か
に
そ
の

行
状
を
観
察
せ
よ
。
も
し
遠
く
ま
で
統
治
し
た
い
と
求
め
る

の
で
あ
れ
ば
、
わ
が
身
に
こ
と
寄
せ
て
思
考
し
、
一
を
手
に
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入
れ
て
、
統
治
の
実
現
を
図
り
考
え
よ
。

【

0
】
(
6
6
)
実
情
を
知
り
尽
く
せ
ば
知
と
な
り
、
知
を
知
り
尽
く

せ
ば
神
妙
と
な
り
、
神
妙
を
知
り
尽
く
せ
ば
悠
遠
と
な
り
、

悠
遠
を
知
り
尽
く
せ
ば
危
険
と
な
り
、
危
険
を
知
り
尽
く
せ

ば
困
窮
し
、
困
窮
を
知
り
尽
く
せ
ば
元
に
復
帰
す
る
。
(
6
7
)

こ
う
し
た
わ
け
だ
か
ら
、
古
い
も
の
が
積
み
重
な
れ
ば
新
し

い
も
の
が
生
ま
れ
て
く
る
。
人
が
死
ん
で
も
子
孫
は
次
々
に

生
ま
れ
て
く
る
し
、
水
は
天
の
咸
池
に
復
帰
す
る
。
(
6
8
)

万
物
が
不
死
で
あ
る
の
は
月
と
同
じ
で
あ
る
。
影
が
月
を
蝕

ん
で
侵
入
す
る
期
間
が
あ
っ
て
も
、
月
が
尽
き
て
し
ま
え
ば

ま
た
回
復
し
始
め
る
し
、
満
月
に
な
れ
ば
ま
た
欠
け
始
め
る
。

こ
う
し
た
道
理
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
一
に
立
脚
し
て
天
下
・

国
家
を
是
正
で
き
る
。

【

P
】
(
6
9
)
次
の
よ
う
に
聞
い
て
い
る
。
一
が
（
君
主
の
心
に
）

生
ず
れ
ば
、
安
危
存
亡
や
盗
賊
の
発
生
を
先
知
で
き
る
。

(
7
0
)
次
の
よ
う
に
聞
い
て
い
る
。
（
身
体
を
捨
象
し
て
内

観
し
よ
う
と
す
る
）
心
が
（
身
体
的
欲
望
に
拘
束
さ
れ
る
）

心
に
勝
て
な
け
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
大
乱
が
起
き
る
。
も
し
心

が
よ
く
心
に
勝
て
る
な
ら
ば
、

【

Q
】
…
…

(71)
顔
を
上
げ
て
礼
を
行
い
、
息
を
抑
え
て
発
言

し
て
、
立
ち
位
置
を
間
違
え
な
い
。
こ
の
よ
う
で
あ
れ
ば
賢

者
と
言
え
よ
う
。
友
人
に
親
し
ん
で
温
和
な
態
度
を
取
り
、

聖
の
美
し
さ
に
向
か
い
、
(
7
2
)
あ
あ
、

（
内
な
る
完
成
）
と
呼
ぶ
の
だ
。

【

R
】
(
7
3
)
こ
の
よ
う
に
聞
い
て
い
る
。
百
姓
が
貴
ぶ
対
象
は
た

だ
君
主
だ
け
で
あ
り
、
君
主
が
貴
ぶ
対
象
は
た
だ
心
の
み
で

あ
り
、
心
が
貴
ぶ
対
象
は
た
だ
一
の
み
で
あ
る
。
こ
の
点
を

理
解
す
れ
ば
、
上
…
…
多
い
。
(
7
4
)
一
に
基
づ
く
言
葉
は

万
民
の
利
益
と
な
る
し
、
一
に
基
づ
く
言
葉
は
天
地
の
理
法

と
さ
れ
る
。
こ
れ
を
わ
が
身
に
留
め
よ
う
と
し
て
留
め
切
れ

な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
世
界
中
に
敷
き
及
ぼ
す
と
き
に
均
等
に

施
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

(75)

こ
れ
を
外
に
大
き
く
用
い

て
天
下
を
知
り
尽
く
し
、
こ
れ
を
内
に
小
さ
く
用
い
て
国
家

を
統
治
す
る
。

こ
れ
を
小
成

釈
文
を
担
当
し
た
曹
錦
炎
氏
は
、
『
凡
物
流
形
』
の
構
成
を
以
下

の
よ
う
に
解
説
す
る
。

従
簡
文
内
容
分
析
、
全
篇
可
分
為
雨
大
部
分
。
前
四
章
為
第
一

部
分
、
主
要
渉
及
自
然
規
律
、
後
五
章
為
第
二
部
分
、
主
要
渉

及
人
事
。
如
第
一
章
是
有
闊
物
腔
形
成
、
陰
陽
、
水
火
等
較
為

原
始
抽
象
的
命
題
。
第
二
章
是
闊
於
人
之
生
死
由
来
、
天
地
之

『
凡
物
流
形
』
の
構
成

(40) 



立
終
立
始
、
五
度
、
五
氣
、
五
言
以
及
人
鬼
等
内
容
。
第
三
、

第
四
章
主
悛
是
天
地
、
日
月
、
水
土
、
風
雨
、
雷
電
‘
草
木
、

禽
獣
等
自
然
現
象
。
第
五
至
九
章
主
嬰
是
聖
人
之
能
和
闊
於
人

才
之
選
抜
、
特
重
強
調
「
識
貌
」
的
積
極
意
義
及
其
重
投
性
、

並
園
饒
「
貌
」
這
個
中
心
議
題
展
開
討
論
。
全
篇
有
問
無
答
、

層
次
清
晰
、
結
構
厳
密
、
歩
歩
深
入
、
中
心
突
出
。
這
種
采
用

問
而
不
答
的
啓
辿
語
氣
、
更
加
促
使
人
刑
封
理
的
不
断
求

索。ま
た
『
凡
物
流
形
』
と
『
楚
辞
』
天
問
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

《
凡
物
流
形
》
是
一
篇
有
層
次
、
有
結
構
的
長
詩
、
腔
裁
、
性

質
輿
之
最
為
相
似
、
幾
乎
可
以
稲
之
為
姐
妹
篇
的
、
嘗
厩
我
國

古
代
偉
大
詩
人
屈
原
的
不
朽
之
作
ー
《
楚
辟
•
天
問
》
°
《
天
問
》

也
是
有
問
無
答
、
全
詩
三
百
七
十
四
句
、
就
内
容
可
分
為
四
章

和
一
個
尾
控
。
滑
代
學
者
王
夫
之
指
出
、
「
（
《
天
問
》
）
篇
内
事

雖
雑
學
、
而
自
天
地
山
川
、
次
及
人
事
。
追
述
往
古
、
終
之
以

楚
先
、
未
酋
無
次
序
存
焉
。
」
（
《
楚
辟
通
繹
》
）
用
王
夫
之
的

「
自
天
地
山
川
、
次
及
人
事
」
束
概
括
楚
竹
書
《
凡
物
流
形
》

篇
、
也
是
十
分
妥
帖
的
。
雖
然
《
凡
物
流
形
》
的
内
容
和
思
想

比
不
上
屈
原
《
天
問
》
的
「
奇
氣
縦
横
、
獨
歩
千
古
」
（
夏
大
森

《
屈
騒
心
印
》
）
、
其
文
采
詞
藻
也
梢
遜
一
但
其
「
創
格
奇
、

設
問
奇
」
（
同
上
）
、
輿
《
天
問
》
一
榛
、
的
確
是
別
具
一
格
。

非
楚
人
之
浪
漫
性
格
、
焉
能
有
此
詭
麗
奇
議
之
作
品
？
因
此
‘

従
文
章
腔
裁
、
典
《
天
問
》
内
容
的
参
照
、
以
及
文
字
的
地
域

特
色
等
、
我
何
将
《
凡
物
流
形
》
篇
蹄
入
楚
辟
類
作
品
。

こ
の
よ
う
に
曹
錦
炎
氏
は
両
者
の
類
似
性
を
強
調
し
、
『
凡
物
流

形
』
も
『
楚
辞
』
天
問
と
同
様
、
全
篇
が
「
有
問
無
答
」
の
形
式

で
一
貫
し
て
い
る
と
の
見
解
を
示
す
。
だ
が
こ
う
し
た
見
方
に
は

大
き
な
疑
念
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。
『
楚
辞
』
天
問
の
側
は
確
か

に
そ
の
全
体
に
わ
た
り
、
「
誰
」
「
何
」
「
執
」
「
焉
」
「
安
」
「
幾
」

「
胡
」
等
の
疑
問
詞
が
使
用
さ
れ
て
い
て
、
発
問
の
形
式
で
一
貫

し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
『
凡
物
流
形
』
の
形
式
は
、
『
楚
辞
』
天
問

と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

『
凡
物
流
形
』
で
は
、
【
A
】

(
1
)

か
ら
【
D
】

(27)

ま
で

は、

(
9
)

を
除
き
「
羹
」
や
「
執
」
と
い
っ
た
疑
問
詞
を
使
用
し

て
い
て
、
明
瞭
に
発
問
の
形
式
が
取
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
【
E
】

(
2
8
)
(
2
9
)

（
30)

の
範
囲
に
は
、
疑
問
詞
は
一
切
用
い
ら
れ
て

お
ら
ず
、
通
常
の
叙
述
形
式
が
取
ら
れ
て
い
る
。

続
く
【

F
】
に
な
る
と
、
「
何
」
「
羹
」
「
執
」
と
い
っ
た
疑
問

詞
が
再
び
用
い
ら
れ
て
、

(31)

か
ら

(44)
ま
で
発
問
の
形
式
が

連
続
し
て
登
場
す
る
。
と
こ
ろ
が
【

G
】
で
は
発
問
の
形
式
が
取

(41) 



ら
れ
ず
に
通
常
の
叙
述
形
式
が
取
ら
れ
、
【

F
】
(44)

の
「
草
木

な
に

は
笑
を
か
得
て
生
ず
る
や
」
と
の
発
問
に
対
し
、

(46)

で
「
草
木

は
之
を
得
て
以
て
生
じ
」
と
の
答
え
が
提
示
さ
れ
る
。
ま
た
同
じ

く

(46)

の
「
禽
獣
は
之
を
得
て
以
て
鳴
く
」
と
の
文
章
は
、
後

な
に

に
続
く
【

H
】
(47)

の
「
禽
獣
は
羹
を
か
得
て
鳴
く
や
」
と
の
発

問
に
予
め
答
え
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
例
が
存
在
す

る
以
上
、
『
凡
物
流
形
』
全
体
が
「
無
答
」
で
あ
る
と
は
規
定
し
が

た
い
で
あ
ろ
う
。

続
く
【

H
】
で
は
、
発
問
形
式
の
文
章
が
再
度
現
れ
、

(47)
（

48)

(49)

と
三
個
連
続
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
、
『
凡
物
流
形
』
に
お

い
て
発
問
形
式
の
文
章
が
現
れ
る
最
後
の
部
分
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
後
【

I
】
か
ら
篇
末
の
【

R
】
ま
で
に
は
、
【

J
】
に
自
問
自

答
形
式
で
「
羹
」
が
二
度
使
用
さ
れ
る
の
を
除
き
、
疑
問
詞
の
類

は
一
度
も
姿
を
見
せ
ず
、
す
べ
て
通
常
の
叙
述
形
式
の
み
で
占
め

ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
第
十
四
簡
の
途
中
か
ら
第
三
十
簡
の

末
尾
ま
で
、
す
な
わ
ち
『
凡
物
流
形
』
の
半
分
以
上
を
占
め
る
部

分
に
は
、
発
問
形
式
の
文
章
は
一
切
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
上
述
し
た
【

E
】
と
【

G
】
を
加
え
れ
ば
、
通
常
の
叙
述
形

式
が
『
凡
物
流
形
』
に
占
め
る
割
合
は
さ
ら
に
高
く
な
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
『
楚
辞
』
天
問
と
近
似
し
た
「
有
問

無
答
」
の
形
式
を
踏
む
部
分
は
、
『
凡
物
流
形
』
の
前
半
に
限
ら
れ
、

し
か
も
そ
れ
が
全
体
に
占
め
る
割
合
は
半
分
以
下
に
過
ぎ
な
い
状

況
が
判
明
す
る
。
と
す
れ
ば
、
『
凡
物
流
形
』
を
「
全
篇
有
問
無

答
」
と
す
る
曹
錦
炎
氏
の
見
解
は
、
到
底
成
立
し
得
な
い
で
あ
ろ

ニつ

『
凡
物
流
形
』
と
『
楚
辞
』
天
問
と
の
間
に
は
、
さ
ら
に
別
種

の
相
違
点
も
見
受
け
ら
れ
る
。
『
楚
辞
』
天
問
の
場
合
、
「
日
遂
古

之
初
、
誰
偲
道
之
。
上
下
未
形
、
何
由
考
之
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、

疑
問
詞
が
特
定
の
話
題
と
結
合
す
る
形
式
で
の
み
疑
問
文
が
作
ら

れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
『
凡
物
流
形
』
の
側
で
は
、
「
餌
之
日
」
と

の
定
型
句
が
単
独
で
登
場
し
、
以
下
に
疑
問
が
列
挙
さ
れ
る
こ
と

を
予
告
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
楚
辞
』
天
問
の

側
に
は
見
ら
れ
な
い
現
象
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
『
凡
物
流
形
』

と
『
楚
辞
』
天
問
と
の
間
に
は
、
形
式
上
の
大
き
な
差
異
が
あ
る

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
両
者
を
完
全
に
同
一
形
式
の
文
献
だ
と

理
解
す
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
の
で
あ
る
。

前
述
の
ご
と
く
、
【

E
】【

F
】【

G
】【

H
】
の
部
分
は
、
発
問

形
式
の
文
章
と
通
常
の
叙
述
形
式
の
文
章
と
が
、
交
互
に
現
れ
る

と
の
混
在
現
象
を
示
す
。
こ
の
混
在
部
分
を
挟
ん
で
、
『
凡
物
流
形
』

は
発
問
形
式
で
一
貫
す
る
前
半
部
分
(
【

A
】
S
【
D
】
)
と
、
通

常
の
叙
述
形
式
で
一
貫
す
る
後
半
部
分
(
【

I
】

S
【
R
】
)
と
に

大
別
さ
れ
る
。

こ
の
後
半
部
分
の
主
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
【

I
】
の

(56)

で
初
め
て
言
及
さ
れ
る
「
一
」
で
あ
り
、
「
一
」
を
め
ぐ
る
論
述
は

(42) 



最
後
の
【

R
】
ま
で
延
々
と
続
け
ら
れ
る
。
前
半
の
発
問
形
式
の

部
分
に
は
、
「
一
」
に
関
す
る
記
述
は
一
切
存
在
し
な
い
か
ら
、
前

半
部
分
と
後
半
部
分
の
間
に
は
、
形
式
面
の
み
な
ら
ず
、
内
容
面

に
関
し
て
も
大
き
な
断
絶
が
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
『
凡
物
流
形
』
の
構
成
に
つ
い
て
、

新
た
な
可
能
性
を
考
え
る
余
地
が
浮
上
し
て
く
る
。
異
な
る
形
式

が
混
在
す
る
【
E
】
【

F
】
【
G
】
【

H
】
の
部
分
を
、
発
問
形
式

で
あ
る
【
F
】
【

H
】
と
、
通
常
の
叙
述
形
式
で
あ
る
【

E
】
【
G
】

と
に
分
け
、
【
F
】
と
【
H
】
を
前
半
部
分
の
末
尾
に
直
結
さ
せ
、

【
E
】
と
【

G
】
を
後
半
部
分
の
冒
頭
に
直
結
さ
せ
る
な
ら
ば
、

二
つ
の
形
式
の
混
在
を
解
消
さ
せ
て
、
前
半
部
分
と
後
半
部
分
を

そ
れ
ぞ
れ
の
形
式
で
一
貫
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

以
下
こ
の
方
向
で
考
察
を
加
え
る
が
、
ま
ず
【
F
】
と
【

H
】

を
前
半
部
分
の
末
尾
に
直
結
さ
せ
る
側
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。

こ
の
場
合
、
【
F
】
と
【

H
】
の
順
番
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き

で
あ
ろ
う
か
。
【

F
】
の
最
後
に
位
置
す
る

(44)

は
、
【

H
】
の

先
頭
に
位
置
す
る

(47)

と
密
接
に
関
わ
る
内
容
を
持
ち
、
草
木

I
禽
獣
と
の
連
続
性
を
示
す
。
し
た
が
っ
て
【
F
】
が
先
で
【

H
】

が
そ
の
後
に
位
置
す
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
次
に
、
【

E
】
と
【

G
】
を
後
半
部
分
の
冒
頭
に
直
結

さ
せ
る
場
合
、
【

E
】
と
【
G
】
の
順
番
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ

き
で
あ
ろ
う
か
。
【

E
】
は

(28)
（

29)
（

3
0
)
の
三
個
の
文
章

か
ら
成
る
が
、
そ
の
全
体
は
、
「
千
里
の
道
も
一
歩
か
ら
始
ま
る
」

と
の
主
旨
で
一
貫
し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
箇
所
に
じ
っ
と
し
て
い

な
が
ら
、
遥
か
遠
方
ま
で
制
御
で
き
る
と
の
主
旨
で
一
貫
す
る

【
I
】
の
内
容
と
関
わ
り
が
あ
る
。
そ
こ
で
【

I
】
の
直
前
に
は

【
E
】
が
位
置
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
「
名
を
知
り
、

耳
亡
く
し
て
声
を
聞
く
」
と
の
【

G
】
の
内
容
も
ま
た
、
【

I
】
の

内
容
と
深
く
関
係
す
る
。
そ
れ
で
は
他
に
判
断
材
料
は
な
い
の
で

あ
ろ
う
か
。
後
半
部
分
に
は
、
「
之
を
聞
き
て
曰
う
」
と
の
句
が
頻

出
す
る
。
こ
う
し
た
現
象
は
、
後
半
部
分
の
各
段
落
が
「
之
を
聞

き
て
日
う
」
の
句
で
始
ま
っ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
こ
の

点
を
重
視
す
れ
ば
、
「
之
を
聞
き
て
日
う
」
の
句
で
始
ま
る
【

E
】

が
先
で
、
【

G
】
が
後
と
の
順
番
を
想
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
推
論
が
妥
当
性
を
持
つ
と
す
れ
ば
、
『
凡
物
流
形
』
は

【
A
】
【
B
】
【

C
】
【
D
】
【
F
】
【

H
】
と
続
く
文
献
と
、
【

E
】

【
G
】
【

I
】
【
J
】
【
k
】
【
L
】
【

M
】【

N
】【

O
】
【
P
】
【

Q
】

【
R
】
と
続
く
文
献
の
二
つ
か
ら
成
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
前
述
し
た
形
式
面
・
内
容
面
の
大
き
な
断
絶
を
考
慮
す
れ

ば
、
両
者
は
も
と
も
と
全
く
別
の
文
献
だ
っ
た
と
判
断
せ
ざ
る
を

得
な
い
。

し
か
ら
ば
元
来
別
々
の
文
献
だ
っ
た
両
者
が
、
な
ぜ
―
つ
の
文

献
で
あ
る
か
の
よ
う
に
接
合
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
原
因
は
、
【

G
】
(46)

に
「
草
木
は
之
を
得
て
以
て
生
じ
、

(43) 



禽
獣
は
之
を
得
て
以
て
鳴
く
」
と
の
文
章
が
存
在
す
る
一
方
、
【

F
】

な
に

(44)
に
「
草
木
は
羹
を
か
得
て
生
ず
る
や
」
と
の
文
章
が
、
【

H
】

な
に

(47)

に
「
禽
獣
は
羹
を
か
得
て
鳴
く
や
」
と
の
文
章
が
存
在
し

た
点
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
【

G
】
と
【

F
】【

H
】
と
の
間

に
、
草
木
・
禽
獣
に
関
す
る
文
章
が
共
通
し
て
存
在
し
た
た
め
、

【
F
】
と
【

H
】
の
間
に
【

G
】
を
割
り
込
ま
せ
る
形
で
、
異
な

る
二
つ
の
文
献
が
接
合
さ
れ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
【

F
】
と
【

H
】
の
間
に
【

G
】
を
割
り
込
ま
せ
る
と
、

【
H
】
(47)

の
禽
獣
に
関
す
る
発
問
が
、
【

G
】
(46)

の
答
え

よ
り
も
後
ろ
に
位
置
す
る
と
の
矛
盾
が
生
ず
る
。
こ
う
し
た
矛
盾

を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
【

H
】
の
後
に
【

G
】
を
接
続
さ
せ
た
方

が
良
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
や
り
方
で
は
、

(
4
4
)
(
4
7
)

の
草
木
・
禽
獣
に
関
す
る
発
問
と
、

(46)

の
答
え

と
の
間
に
、

(48)

（
49)

（
45)

が
介
在
し
て
、
間
隔
が
開
い
て

し
ま
う
と
の
難
点
も
発
生
す
る
。
そ
こ
で
【

F
】
と
【

H
】
の
間

に
【

G
】
を
割
り
込
ま
せ
る
方
法
で
、
草
木
・
禽
獣
に
関
す
る
文

章
を
な
る
べ
く
近
く
に
配
置
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
接
続
が
意
図
的
に
行
わ
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
錯
簡
な
ど

偶
然
の
錯
乱
に
由
来
す
る
も
の
な
の
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
ニ

種
類
の
文
献
が
た
ま
た
ま
同
冊
に
収
め
ら
れ
て
転
写
を
重
ね
て
い

る
間
に
、
上
記
の
原
因
に
よ
っ
て
接
合
さ
れ
て
し
ま
っ
た
可
能
性

が
高
い
。
「
餌
之
曰
」
の
句
が
双
方
に
含
ま
れ
て
い
る
の
も
、
接
合

後
に
施
さ
れ
た
改
変
・
調
整
の
結
果
だ
っ
た
可
能
性
が
残
る
。
『
凡

物
流
形
』
に
同
一
の
構
成
を
持
つ
甲
本
と
乙
本
が
存
在
す
る
以
上
、

こ
の
接
合
は
甲
本
と
乙
本
の
書
写
年
代
を
あ
る
程
度
遡
る
時
期
に

す
で
に
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
い
っ
た
ん
接
合
さ
れ
て

し
ま
っ
た
後
は
、
甲
本
第
三
簡
の
背
に
「
凡
物
流
形
」
の
篇
題
が

記
さ
れ
る
現
象
が
示
す
よ
う
に
、
そ
れ
が
定
型
と
な
っ
て
流
布
し

て
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
す
れ
ば
我
々
は
、
『
凡
物
流
形
』
を
一
種
類
の
文
献
と
し
て
扱

う
べ
き
で
は
な
く
、
異
な
る
二
種
類
の
文
献
と
し
て
扱
う
べ
き

だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
こ
そ
、
【

G
】
(46)

が
【

F
】
(44)

の
発
問
に
答
え
た
り
、
同
じ
く
【

G
】
(46)

が

【
H
】
(47)

の
発
問
に
先
回
り
し
て
答
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い

て
、
こ
の
箇
所
だ
け
が
「
無
答
」
の
原
則
か
ら
逸
脱
し
た
り
、
『
凡

物
流
形
』
の
半
分
以
上
が
「
有
問
無
答
」
で
は
な
い
文
章
で
占

め
ら
れ
る
と
い
っ
た
不
自
然
さ
も
、
初
め
て
解
消
す
る
の
で
あ

る。
そ
こ
で
両
者
を
区
別
す
る
必
要
上
、
以
下
の
論
述
に
お
い
て
は
、

【
A
】【

B
】【

C
】【

D
】【

F
】【

H
】
の
部
分
を
《
問
物
》
、
【

E
】

【
G
】【

I
】【

J
】【
k
】【

L
】【

M
】【

N
】【

0
】【

P
】【

Q
】

【
R
】
の
部
分
を
《
識
一
》
と
称
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

た
だ
し
復
旦
大
學
出
土
文
猷
輿
古
文
字
研
究
中
心
研
究
生
讀
書

會
「
《
上
博
（
七
）
．
凡
物
流
形
》
重
編
繹
文
」
は
、
第
十
二
簡
と
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第
十
三
簡
は
二
個
の
断
簡
を
接
合
し
て
い
る
が
、
原
釈
文
は
接
合

の
仕
方
を
誤
っ
て
い
る
と
述
べ
る
（
注
34)
。
そ
の
上
で
、
第
十
二
簡

を
「
紳
（
電
）
、
執
為
音
（
露
）
。
土
累
（
羹
）
口
守
（
得
）
而
坪
（
小
）
。

水
累
（
羹
）
尋
（
得
）
而
消
。
肝
（
草
）
木
累
（
羹
）
臼
守
（
得
）

而
生
」

(
1
2
A
)
と
「
天
近
之
七
（
矢
・
施
・
薦
）
人
、
是
故
」

(12

B
)

に
、
第
十
三
簡
を
「
而
智
（
知
）
名
、
亡
耳
而
餌
（
聞
）

聖
（
替
）
。
丹
（
草
）
木
砂
（
得
）
之
目
（
以
）
生
、
含
（
禽
）
肌

［
守
（
得
）
之
呂
（
以
）
象
（
鳴
）
。
遠
之
文
（
矢
・
施
）
」
（
1
3
A
)

と
「
含
（
禽
）
獣
累
（
羹
）
口
守
（
得
）
而
鳴
」

(
1
3
B
)
に
分
割
し
、

1
2
A
+
1
3
B
、
1
3
A
+
1
2
B
と
接
合
す
る
案
を
示
す
。
李
鋭
「
《
凡

物
流
形
》
繹
文
新
編
（
稿
）
」
も
こ
の
考
え
方
に
賛
同
す
る
凡
35)0

こ
れ
は
極
め
て
妥
当
な
指
摘
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
上
述
し

た
筆
者
の
二
分
割
案
に
こ
の
接
合
案
を
取
り
入
れ
る
形
で
、
《
問
物
》

と
《
識
一
》
の
復
元
を
試
み
る
。
ま
た
第
二
十
七
簡
は
、
内
容
的

に
『
凡
物
流
形
』
の
竹
簡
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
上
博
楚
簡
『
内

礼
』
に
類
す
る
よ
う
な
、
礼
に
関
す
る
文
献
の
一
部
だ
と
思
わ
れ

る
の
で
、
以
下
に
示
す
復
元
案
か
ら
は
除
外
し
て
置
く
。

『
問
物
』
と

上
述
し
た
よ
う
に
、
私
見
に
よ
れ
ば
『
凡
物
流
形
』
は
《
問
物
》

と
《
識
一
》
の
二
種
の
文
献
に
分
け
ら
れ
る
。
両
者
は
も
と
も
と

『
識
一
』

《
問
物
》

全
く
異
な
る
文
献
で
、
《
問
物
》
の
側
は
『
楚
辞
』
天
問
と
同
じ
く
、

全
篇
が
「
有
問
無
答
」
の
形
式
を
踏
む
楚
賦
の
一
種
で
あ
り
、
《
識

一
》
の
側
は
通
常
の
叙
述
形
態
を
取
る
思
想
文
献
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
我
々
は
、
『
凡
物
流
形
』
を
単
一
の
文
献
と
し
て
扱
う
べ
き

で
は
な
く
、
《
問
物
》
と
《
識
一
》
の
二
つ
に
分
け
て
研
究
す
べ
き

で
あ
る
。

そ
こ
で
行
論
上
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
《
問
物
》
と
《
識
一
》

の
双
方
を
本
来
の
形
に
復
元
し
て
、
以
下
に
示
す
こ
と
と
し
た
い
。

そ
の
際
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
記
号
は
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
新
た
に

付
け
直
す
。
ま
た
全
体
に
付
し
て
い
た
通
し
番
号
は
、
独
立
し
た

発
問
形
式
の
文
章
が
連
続
す
る
《
問
物
》
の
側
に
の
み
改
め
て
付

け
直
し
、
《
識
一
》
の
側
に
は
付
さ
な
い
。
な
お
甲
本
第
三
十
簡
の

墨
鉤
の
下
に
あ
る
文
字
は
、
本
文
と
は
無
関
係
と
考
え
ら
れ
る
の

で
、
削
除
し
て
置
く
。

仕
（
凡
）
勿
（
物
）
流
型
（
形
）
、
累
（
羹
）
11
守
（
得
）
而
城
（
成
）
。

流
型
（
形
）
城
（
成
）
豊
（
腔
）
、
累
（
羹
）

11
守
（
得
）
而
不
死
。

既
城
（
成
）
既
生
、
累
（
羮
）
碁
（
叫
）
而
鳴
。
既
来
（
抜
）

既
枠
（
根
）
、
累
（
羹
）
送
（
後
）
」
（
1
）
之
累
（
羹
）
先
。
食

（
陰
）
易
（
陽
）
之
原
（
処
）
、
累
（
羹
）

11
守
（
得
）
而
固
。
水
火
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之
昧
（
和
）
、
累
（
築
）
曰
守
（
得
）
而
不
厄
（
厚
）
。
餌
（
問
）
之

日
。
民
人
流
型
（
形
）
、
累
（
築
）
尋
（
得
）
而
生
。
」

(
2
)
流

型
（
形
）
城
（
成
）
豊
（
腔
）
、
累
（
羹
）
遊
（
失
）
而
死
。
又
（
有
）

葬
（
得
）
而
成
、
未
智
（
知
）
左
右
之
訥
。
天
壁
（
地
）
立
冬
（
終
）

立
慰
（
始
）
、
天
降
止
（
降
）
五
尼
（
度
）
、
虐
（
吾
）
累
（
笑
）
」

(
3
)
奥
（
衡
）
累
（
笑
）
従
（
縦
）
。
五
既
（
氣
）
拉
至
、
虐
（
吾
）

累
（
笑
）
異
累
（
羹
）
同
。
五
言
オ
（
在
）
人
、
醤
（
執
）
為
之

公
。
九
謳
出
謡
（
誨
）
、
宮
（
執
）
為
之
逆
。
虐
（
吾
）
既
長
而
」

(
4
)
或
老
、
営
（
執
）
為
朕
（
侍
）
奉
。
魏
（
鬼
）
生
於
人
、

累
（
羹
）
古
（
故
）
紳
限
（
盟
）
。
骨
＝
（
骨
肉
）
之
既
棘
（
靡
）
、

斤
（
其
）
智
（
知
）
愈
叩
‘

-
I
T（
其
）
犬
（
餓
）
—
累
（
巽
）
窟

（
適
）
。
営
（
執
）
智
（
知
）
」
（
5
）
斤
（
其
）
櫃
（
姫
）
。
魏
（
鬼
）

生
於
人
、
虐
（
吾
）
累
（
羹
）
古
（
故
）
事
之
。
骨
―
-
（
骨
肉
）

之
既
棘
（
靡
）
、
身
豊
（
腔
）
不
見
、
虐
（
吾
）
累
（
羹
）
自
臥

（
飼
）
之
。
―
汀
（
其
）
杢
（
束
）
―
亡
陀
（
託
）
」
（
6
）
虐
（
吾
）

累
（
羹
）
土
日
（
時
）
之
窒
（
賽
）
。
祭
異
（
旗
）
累
（
羹
）
近
（
升
）
。

虐
（
吾
）
女
（
如
）
之
可
（
何
）
思
骰
（
樅
）
。
川
（
順
）
天
之
道
、

虐
（
吾
）
累
（
羹
）
呂
（
以
）
為
頁
（
首
）
。
虐
（
吾
）
既
尋
（
得
）
」

(
7
)

百
省
（
姓
）
之
昧
（
和
）
、
虐
（
吾
）
累
（
羹
）
事
之
。
昭

天
之
唄
（
明
）
累
（
羹
）
尋
（
得
）
。
醜
（
鬼
）
之
紳
累
（
羹
）
臥

（
飼
）
。
先
王
之
智
一
累
（
羹
）
備
。
」

(
8
簡
途
中
）
日
之
又
（
有
）
」

(
9
簡
途
中
）
耳
（
耳
）
―
‘
涸
（
将
）
可
（
何
）
聖
（
聴
）
。
月

之
又
（
有
）
軍
（
最
）
一
、
哨
（
将
）
可
（
何
）
正
（
征
）
。
水
之

東
流
、
酒
（
将
）
可
（
何
）
涅
（
盈
）
。
日
之
釘
（
始
）
出
、
可

（
何
）
古
（
故
）
大
而
不
摺
（
燿
）
。
―
汀
（
其
）
人
（
入
）
」
（
10
）

｛
中
（
中
）
—
累
（
羹
）
古
（
故
）
少
（
小
）
雁
叩
敗
（
樹
）
。
餌
（
問
）

〈
之
日
〉
。
天
宮
（
執
）
高
輿
。
陪
（
地
）
魯
（
執
）
猿
（
遠
）
与

（
輿
）
。
営
（
執
）
為
天
。
営
（
執
）
為
堅
（
地
）
。
宮
（
執
）
為

晶
（
雷
）
。
」
（
11
）
営
（
執
）
為
音
（
露
）
。
土
累
（
妥
）
臼
守
（
得
）

而
坪
（
平
）
。
水
累
（
羹
）
口
守
（
得
）
而
消
。
十
／
（
草
）
木
累
（
羹
）

ロ
守
（
得
）
而
生
。
」

(12
簡
A
)
含
（
禽
）
獣
累
（
羹
）

9

守
（
得
）

而
鳴
。
」

(13
簡
B
)
夫
雨
之
至
一
、
管
（
執
）
霧
漆
之
。
夫
杵
（
風
）

之
至
一
、
（
執
）
艇
（
披
）
限
而
逍
（
屏
）
之
。
」

(14
簡
上
半

分）

？

つ

な

に

【

A
】
凡
そ
物
は
形
を
流
す
に
、
梁
を
か
得
て
成
る
や
。
形
を
流

し
て
体
を
成
す
に
、
羹
を
か
得
て
死
せ
ざ
る
や
。
既
に
成

り
既
に
生
ず
る
に
、
笑
ぞ
叫
し
て
鳴
く
や
。
既
に
抜
き
既
に
根

い

ず

れ

い

ず

れ

ぉ

う
る
に
、
羹
か
之
を
後
と
し
羹
か
先
と
せ
ん
や
。
陰
陽
の
処

な

に

な

に

る
は
笑
を
か
得
て
固
き
や
。
水
火
の
和
す
る
は
、
笑
を
得

て
厚
か
ら
ざ
る
や
。

う

つ

な

に

【

B
】
之
に
問
い
て
日
う
。
民
人
形
を
流
す
に
、
羹
を
か
得
て
生

う

つ

な

に

ず
る
や
。
形
を
流
し
て
体
を
成
す
に
、
羹
を
か
失
い
て
死
す

る
や
。
得
る
こ
と
有
り
て
成
る
に
、
未
だ
左
右
の
請
を
知
ら
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ざ
る
か
。

【

C
】
天
地
終
わ
り
を
立
て
始
め
を
立
て
、
天
は
五
度
を
降
す
に
、

な

に

よ

こ

た

て

な

ら

吾
は
築
を
か
衡
と
し
梁
を
か
縦
と
せ
ん
や
。
五
気
並
び
至
る

な
に

に
、
吾
は
羹
を
か
異
と
し
羹
を
か
同
と
せ
ん
や
。
五
言
は
人

た

れ

お

し

え

い

だ

に
在
る
も
、
執
か
之
れ
が
公
を
為
さ
ん
や
。
九
区
は
誨
を
出

む
か

す
も
、
執
か
之
れ
が
逆
う
る
を
為
さ
ん
や
。
吾
は
既
に
長
じ

ぁ

て
老
ゆ
る
こ
と
或
る
も
、
執
か
侍
奉
を
為
さ
ん
や
。

な
ん

【

D
】
鬼
は
人
よ
り
生
ず
る
に
、
築
の
故
に
神
盟
す
る
や
。
骨
肉

は
之
れ
既
に
靡
ぶ
も
、
其
の
知
は
愈
い
よ
暗
か
な
れ
ば
、
其

い

ず

く

お

ぎ

な

た

れ

の
跛
は
簗
に
か
適
わ
る
る
や
。
執
か
其
の
橿
な
る
を
知
る
や
。

な
ん

鬼
は
人
よ
り
生
ず
る
に
、
吾
は
羹
の
故
に
之
に
事
う
る
や
。

ほ

る

あ

ら

な

ん

骨
肉
は
之
れ
既
に
靡
び
、
身
体
は
見
わ
れ
ざ
る
に
、
吾
羹
ぞ

や

し

な

き

た

こ

と

よ

な

自
ら
之
を
飼
う
や
。
其
の
来
る
や
、
託
せ
る
こ
と
亡
き
に
、

な

ん

む

く

す

す

吾
羹
ぞ
時
に
之
れ
賽
ゆ
る
や
。
祭
戦
す
る
に
、
霙
ぞ
升
む
る

ぁ

ゃ
°
吾
は
之
を
如
何
に
し
て
牲
く
と
思
わ
ん
や
。

し

た

が

な

に

こ

う

ペ

【

E
】
天
の
道
に
順
う
に
、
吾
は
笑
を
以
て
首
と
為
さ
ん
や
。
吾

な
に

既
に
百
姓
の
和
を
得
れ
ば
、
吾
は
築
を
か
之
を
事
と
せ
ん
や
。

し
す

V

9

す
＜

昭
天
の
明
は
、
羹
に
か
得
ら
る
る
や
。
鬼
の
神
な
る
は
妥
に

や

し

な

い

ず

く

か
飼
わ
る
る
や
。
先
王
の
智
は
羹
に
か
備
わ
れ
る
や
。

み
み

【

F
】
日
の
項
有
る
は
、
将
に
何
を
か
聴
か
ん
と
す
る
や
。
月
の
最

有
る
は
、
将
に
何
を
か
征
せ
ん
と
す
る
や
。
水
の
東
流
す
る

み

は
、
将
に
何
を
か
盈
た
さ
ん
と
す
る
や
。
日
の
始
め
て
出
ず

か
が
や

る
や
、
何
の
故
に
大
な
る
も
燿
か
ざ
る
や
。
其
の
中
に
入
る

な

ん

あ

か

か

が

や

か

く

や
、
梁
の
故
に
小
さ
き
も
雁
く
暗
き
て
樹
る
る
や
。

し

【

G
】
之
に
問
い
て
日
う
。
天
は
執
れ
に
高
き
か
。
地
は
執
れ
に

た

れ

つ

く

た

れ

っ

く

遠
き
か
。
執
か
天
を
為
れ
る
や
。
執
か
地
を
為
れ
る
や
。

た

れ

い

か

づ

ち

っ

く

た

れ

い

な

づ

t

っ

く

な

に

執
か
雷
を
為
れ
る
や
。
執
か
霜
を
為
れ
る
や
。
土
は
羹
を
か

な
に

得
て
平
ら
か
な
る
や
。
水
は
梁
を
か
得
て
清
ら
か
な
る
や
。

な

に

な

に

草
木
は
笑
を
か
得
て
生
ず
る
や
。
禽
獣
は
羹
を
か
得
て
鳴
く

や
。
夫
れ
雨
の
至
る
は
、
執
か
霧
し
て
之
を
漆
く
す
る
や
。

夫
れ
風
の
至
る
は
、
執
か
披
限
ら
せ
て
之
を
屏
う
や
。

【

A
】
(
1
)
す
べ
て
物
は
形
を
流
動
さ
せ
続
け
る
の
に
、
何
を
獲

得
し
た
こ
と
に
よ
り
、
一
定
の
身
体
を
形
成
す
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
(
2
)
形
を
流
動
さ
せ
て
一
定
の
身
体
を
形
成
す
る

の
だ
が
、
何
を
獲
得
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
定
の
寿
命
を

保
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
(
3
)
す
で
に
身
体
を
形
成
し
、
す

で
に
生
ま
れ
て
き
た
の
に
、
な
ぜ
乳
児
は
泣
く
の
で
あ
ろ
う

か。

(
4
)

昔
か
ら
抜
き
取
り
昔
か
ら
植
え
付
け
て
き
て
い

る
の
だ
が
、
ど
ち
ら
が
後
で
ど
ち
ら
が
先
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

(
5
)
陰
と
陽
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
落
ち
着
い
て
い
る
の

は
、
何
を
獲
得
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
安
定
し
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
(
6
)
（
正
反
対
の
性
質
を
持
つ
）
水
と
火
が

調
和
す
る
の
に
、
何
を
獲
得
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
者
は

(47) 



近
接
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
（
注
36)0

【

B
】

(
7
)

質
問
し
た
い
。
（
す
べ
て
物
は
）
形
を
流
動
さ
せ
続

け
る
の
に
、
人
間
は
何
を
獲
得
し
た
せ
い
で
（
人
間
の
形
態

で
）
生
ま
れ
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

(
8
)

形
を
流
動
さ

せ
て
身
体
を
形
成
し
た
の
に
、
何
を
失
っ
た
せ
い
で
死
ぬ
の

で
あ
ろ
う
か
。

(
9
)
何
か
を
獲
得
し
た
こ
と
に
よ
り
身
体

を
形
成
し
た
の
に
、
誰
が
請
求
し
て
そ
う
な
っ
た
の
か
、
い

ま
だ
に
分
か
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

【

C
】

(10)

天
地
は
終
わ
り
と
始
ま
り
の
区
別
を
立
て
、
上
天
は

（
左
木
・
右
金
•
前
火
・
後
水
・
中
土
の
）
五
度
を
降
し
た

が
、
私
は
何
を
横
と
し
何
を
縦
と
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う

か
。

(
1
1）
（
木
・
火
・
土
•
金
•
水
の
）
五
種
類
の
気
が

と
も
に
や
っ
て
来
る
の
だ
が
、
私
は
そ
の
中
の
何
を
自
分
と

は
異
質
な
気
と
し
、
何
を
自
分
と
同
質
の
気
と
す
れ
ば
よ
い

の
で
あ
ろ
う
か
。

(
1
2
)（
仁
・
義
・
礼
•
智
·
信
の
）
五

常
を
説
く
言
辞
が
人
々
の
口
か
ら
発
せ
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ

の
中
の
誰
が
公
正
さ
を
備
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

(13)

多
く
の
役
所
が
教
誨
を
発
布
す
る
の
だ
が
、
い
っ
た
い
誰
が

そ
れ
を
受
け
止
め
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

(14)

私
は
す
で
に

年
を
取
っ
て
老
人
と
な
っ
た
の
だ
が
、
誰
が
私
に
か
し
ず
い

て
世
話
を
見
て
く
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

【

D
】

(15)
鬼
は
死
者
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
ど
う
し
て
神
前
で

盟
う
場
所
に
や
っ
て
来
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

(16)

（死

者
で
あ
る
鬼
の
）
肉
体
は
す
で
に
滅
ん
で
し
ま
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
鬼
の
知
が
生
前
よ
り
も
明
察
だ
と
す
れ
ば
、
喪

失
し
た
肉
体
の
機
能
は
ど
の
よ
う
に
し
て
補
完
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

(17)

誰
が
鬼
が
強
い
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。

(18)
鬼
は
死
者
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
私
は
ど

う
し
て
お
仕
え
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

(19)

（
鬼
の
）
骨

肉
は
す
で
に
滅
び
、
身
体
を
現
さ
な
い
の
に
、
私
は
な
ぜ
自

分
で
鬼
を
養
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

(20)
鬼
は
降
臨
す
る
が
、

依
頼
し
た
覚
え
が
な
い
の
に
、
私
は
ど
う
し
て
時
節
ご
と
に

感
謝
の
祭
祀
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
ろ
う
か
。

(21)

（
肉
体
の
な
い
鬼
を
）
祭
祀
す
る
の
に
、
な
ぜ
飲
食
物
を
献

上
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

(22)
私
は
ど
の
よ
う
に
し
て
（
進

上
し
た
飲
食
物
に
鬼
が
）
満
足
し
た
と
思
量
す
れ
ば
よ
い
の

で
あ
ろ
う
か
。

【

E
】

(23)

天
道
に
順
う
場
合
、
私
は
何
を
一
番
重
要
だ
と
す
れ

ば
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。

(24)

私
が
す
で
に
百
姓
の
調
和
を

獲
得
し
て
し
ま
え
ば
、
私
は
何
を
自
分
の
仕
事
と
す
れ
ば
よ

い
の
で
あ
ろ
う
か
。

(25)

上
天
の
明
察
は
、
ど
の
よ
う
に

し
て
獲
得
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

(26)
鬼
の
神
妙
な
霊

力
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
養
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
e
(
2
7
)

先
王
た
ち
の
智
恵
は
ど
の
よ
う
に
し
て
備
わ
っ
た
の
で
あ
ろ

(48) 



、。
うっカ

【

F
】

(28)
太
陽
に
左
右
の
耳
が
あ
る
の
は
、
い
っ
た
い
何
を
聞

こ
う
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

(29)

月
の
周
り
に
最
が
あ

る
の
は
、
い
っ
た
い
何
処
を
征
伐
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
ろ

う
か
。

(30)

河
川
の
水
が
東
に
向
か
っ
て
流
れ
る
の
は
、

い
っ
た
い
何
を
満
た
そ
う
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

(31)

太
陽
が
始
め
て
昇
る
と
き
、
な
ぜ
大
き
い
に
も
か
か
わ
ら
ず

強
く
輝
か
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

(32)

太
陽
が
地
中
に
没

す
る
と
き
、
な
ぜ
小
さ
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
赤
く
輝
き
な

が
ら
隠
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

【

G
】

(33)
質
問
し
た
い
。
天
は
ど
の
方
面
に
向
か
っ
て
高
く
な

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

(34)
地
は
ど
の
方
面
に
長
く
延

び
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

(35)
誰
が
天
を
創
造
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

(36)
誰
が
地
を
創
造
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

(37)

誰
が
雷
を
創
造
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

(38)

誰
が

稲
妻
を
創
造
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

(39)

土
は
何
を
獲
得

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
平
ら
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

(40)

水
は

何
を
獲
得
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
清
ら
か
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

(41)

草
木
は
何
を
獲
得
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
の
で

あ
ろ
う
か
。

(42)
禽
獣
は
何
を
獲
得
し
た
こ
と
に
よ
っ
て

鳴
く
の
で
あ
ろ
う
か
。

(43)

い
っ
た
い
雨
が
や
っ
て
来
る

の
は
、
誰
が
雨
乞
い
し
て
空
を
黒
く
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

餌
（
聞
）
之
日
。
近
（
升
）
（

8
簡
途
中
）
高
従
坤
、
至
遠
従
迩

（
避
）
。
十
回
（
園
）
之
木
、
汁
（
其
）
釘
（
始
）
生
女
（
如
）

苅
（
薬
）
。
足
暦
（
将
）
至
千
里
、
必
従
介
（
寸
）
釘
（
始
）
「
o

」

(
9
簡
途
中
）
餌
（
聞
）
之
日
。
肢
（
識
）
道
、
坐
不
下
符
（
席
）
。

向
（
描
）
応
k

（
冤
）
、
」
（

14
簡
下
半
分
）
而
智
（
知
）
名
、
亡
耳

而
恒
（
聞
）
型
（
磐
）
。
丹
（
草
）
木
臼
守
（
得
）
之
目
（
以
）
生
、

含
（
禽
）
獣
屈
（
得
）
之
目
（
以
）
象
（
鳴
）
。
遠
之
矢
（
施
）
」

(13
簡
A
)

天
、
近
之
矢
（
施
）
人
。
是
古
（
故
）
」
（

12
簡
B
)

〈
上
〉
視
於
天
、
下
番
（
審
）
於
淵
。
坐
而
思
之
、
毎
（
謀
）
於

千
里
。
追
（
起
）
而
雨
（
用
）
之
、
練
（
陳
）
於
四
栂
（
海
）
。

餌
（
聞
）
之
日
。
至
情
而
智
（
知
）
」
（

15
）
箸
（
著
）
、
不
典
事

之
、
智
（
知
）
四
栂
（
海
）
。
至
堂
（
聴
）
千
里
、
達
見
百
里
。
是

古
（
故
）
聖
人
犀
（
処
）
於
汀
（
其
）
所
、
邦
蒙
（
家
）
之
」

(16)

怠
（
圏
）
之
、
女
（
如
）
井
天
下
而
泡
（
担
）
之
。
口
守
（
得
）
啄

（
一
）
而
思
之
、
若
井
天
下
而
訣
（
治
）
之
。
此
啄
(
-
)
呂
（
以
）

為
天
明
（
地
）
旨
〈
稽
〉
、
」

(17)
是
胃
（
謂
）
少
（
小
）
散
（
徹
）
。

累
（
笑
）
胃
（
謂
）
少
（
小
）
散
（
徹
）
。
人
白
為
披
（
識
）
。

《
識
一
》

(44)

い
っ
た
い
風
が
や
っ
て
来
る
の
は
、

せ
て
そ
れ
を
追
い
立
て
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

誰
が
吹
き
渡
ら

(49) 



累
（
霙
）
呂
（
以
）
智
（
知
）
一
汀
（
其
）
白
し
。
冬
（
終
）
身
自

若
し
、
能
晶
（
顧
）
言
、
埋
（
吾
）
能
琢
(
-
)
」
（
18)
之
。
古

（
故
）
吝
(
-
)
一
虔
（
祖
）
之
又
（
有
）
未
敷
（
界
）
。
臥
（
飼
）

之
又
（
有
）
聖
（
替
）
、
折
之
可
見
、
操
（
躁
）
之
可
操
、
探
（
線
）

之
則
遊
（
失
）
、
敗
之
則
」

(19)
高
（
稿
）
、
測
之
則
絃
（
滅
）
。

俄
（
識
）
此
言
一
、
追
（
起
）
於
啄
（
一
）
附
（
端
）
。
餌
（
聞
）

之
日
。
琢
(
-
)
言
而
禾
（
和
）
不
食
（
窮
）
、
琢
（
一
）
言
而
又

（
有
）
衆
。
」

(20)

餌
（
聞
）
之
日
。
吝
（
一
）
生
亜
＿
＿
（
雨
、

雨
）
生
岱
＿
（
参
、
参
）
生
弔
（
四
）
城
（
成
）
結
。
是
古
（
故
）

又
（
有
）
吝
（
一
）
、
天
下
亡
不
又
（
有
）
ー
（
順
）
。
亡
琢
（
一
）
、

天
下
亦
亡
又
（
有
）
ー
（
順
）
。
亡
」

(21)

放
（
識
）
従
、
所
目

（
以
）
恢
（
修
）
身
而
訂
（
治
）
邦
翠
（
家
）
。
餌
（
聞
）
之
日
。

能
俄
（
識
）
琢
（
一
）
、
則
百
勿
（
物
）
不
遊
（
失
）
。
女
（
如
）

不
能
肢
（
識
）
琢
（
一
）
、
則
」

(22)

百
勿
（
物
）
具
（
具
）
遊

（
失
）
。
女
（
如
）
欲
肢
（
識
）
啄
（
一
）
、
り
（
糾
）
而
視
之
、

任
而
伏
之
。
女
（
如
）
遠
懐
（
求
）
、
屁
（
託
）
於
身
旨
（
稽
）

之
、
口
守
（
得
）
啄
（
一
）
〔
而
怠
（
圏
）
之
。
〕
」
（

23
）
〔
俄
（
識
）

情
而
智
（
知
）
〕
、
骰
（
識
）
智
（
知
）
而
紳
‘
俄
（
識
）
紳
而
同

（
逍
）
、
〔
椴
（
識
）
同
（
逍
）
〕
而
金
（
瞼
）
、
骰
（
識
）
銀
（
瞼
）

而
困
、
俄
（
識
）
困
而
選
（
復
）
。
氏
（
是
）
古
（
故
）
陳
為
新
。

人
死
逗
（
復
）
為
人
、
水
邁
（
復
）
」
（
24
）
於
天
咸
。
百
勿
（
物
）

不
死
女
（
如
）
月
。
此
側
（
賊
）
或
内
（
入
）
、
冬
（
終
）
則
或
始
、

至
則
或
反
。
骰
（
識
）
此
言
し
、
追
（
起
）
於
琢
（
一
）
向
（
端
）
。

〔
餌
（
聞
）
之
日
。
〕
」
（
25
）
〔
琢
〕
（
一
）
〔
生
〕
、
厄
（
危
）
低

（
安
）
薦
（
存
）
忘
（
亡
）
、
側
（
賊
）
態
（
陥
）
之
隻
（
作
）
、

可
之
（
先
）
智
（
知
）

_
1
0

餌
（
聞
）
之
日
。
心
不
助
（
勝
）
心
、

大
臨
（
乱
）
乃
隻
（
作
）
。
心
女
（
如
）
能
助
（
勝
）
心
、
」

(26)

虐
（
嗚
）
夫
（
乎
）
、
此
之
胃
（
謂
）
省
（
小
）
城
（
成
）
。
〈
餌

（
聞
）
之
〉
日
。
百
術
（
姓
）
止
呵
（
之
所
）
貴
唯
君

I
-

（
君
、
君
）

止
呵
（
之
所
）
貴
唯
心

I
-

（
心
、
心
）
止
呵
（
之
所
）
貴
唯
啄
(
-
)
。

ロ
守
（
得
）
而
解
之
、
上
□
口
」

(28)
衆
。
琢
（
一
）
言
而
萬
民
之

利
、
琢
（
一
）
言
而
為
天
陪
（
地
）
旨
〈
稽
〉
。
採
（
録
）
之
不

涅
（
盈
）
捺
（
線
）
、
専
（
敷
）
之
亡
所
灼
（
均
）
。
大
」

(29)

之
目
（
以
）
智
（
知
）
天
下
、
少
（
小
）
之
呂
（
以
）
訂
（
治
）

邦

1
。」

(30)

の

ぽ

ひ

く

【

A
】
之
を
聞
き
て
日
う
。
高
き
に
升
る
は
坤
き
よ
り
し
、
遠
き

ら
か

に
至
る
は
題
き
よ
り
す
。
十
囲
の
木
も
、
其
の
始
め
て
生
ず

る
や
薬
の
如
し
。
足
の
将
に
千
里
に
至
ら
ん
と
す
る
や
、
必

ず
寸
よ
り
始
む
。

【

B
】
之
を
聞
き
て
曰
う
。
道
を
識
る
に
、
坐
し
て
席
よ
り
下
ら

か
ん
む
り
お
し
は
か

ず
。
冤
に
描
り
て
名
を
知
り
、
耳
亡
く
し
て
声
を
聞
く
。
草

木
は
之
を
得
て
以
て
生
じ
、
禽
獣
は
之
を
得
て
以
て
鳴
く
。

ぉ
k
ぽ

之
を
遠
く
し
て
天
に
施
し
、
之
を
近
く
し
て
人
に
施
す
。
是

(50) 



み
と
お

の
故
に
上
は
天
を
視
し
、
下
は
淵
を
審
か
に
す
。
坐
し
て
之

を
思
わ
ば
、
千
里
に
謀
る
。
起
ち
て
之
を
用
う
れ
ば
、
四
海

に
陳
く
。

な

り

ゆ

さ

し

“

す

カ

【

C
】
之
を
聞
き
て
日
う
。
至
情
な
れ
ば
著
を
知
り
、
与
り
て
之

を
事
と
せ
ず
し
て
四
海
を
知
る
。
至
聴
は
千
里
、
達
見
は
百,＂

t
 

里
。
是
の
故
に
聖
人
は
其
の
所
に
処
り
て
、
邦
家
の
図
は
之

あ
わ

り
、
天
下
を
井
す
る
が
如
く
し
て
之
を
祖
る
。
一
を
得
て
之

を
思
い
、
天
下
を
井
す
る
が
若
く
し
て
之
を
治
む
。
此
の
一

の

り

な

に

を
ば
以
て
天
地
の
稽
と
為
す
は
、
是
を
小
徹
と
謂
う
。
羹
を

む
な
し

s
す

<

か
小
徹
と
謂
う
。
人
の
白
く
し
て
識
る
を
為
す
な
り
。
羹
に

む
な
し

か
以
て
其
の
白
き
に
知
る
や
。
身
を
終
く
し
て
自
若
し
、
能

く
言
を
顧
み
れ
ば
、
吾
能
く
之
を
一
と
す
。
故
に
一
は
之
を
担

あ

た

や

し

な

る
も
、
未
だ
界
え
ら
れ
ざ
る
も
の
有
り
。
之
を
飼
わ
ば
声
有

よ

ろ

こ

あ

ら

わ

せ

ま

あ

や

っ

り
、
之
を
折
べ
ば
見
す
べ
く
、
之
に
躁
ら
ば
操
る
べ
く
、
之は

か

と

ピ

さ

さ

ず

つ

を
録
む
れ
ば
則
ち
失
え
、
之
を
敗
く
れ
ば
則
ち
稿
れ
、
之
を
測

J

'

J

‘、

ら
ば
則
ち
滅
ぶ
。
此
の
言
を
識
ら
ば
、
一
に
起
ち
て
端
す
。

eI
な
わ

【

D
】
之
を
聞
き
て
曰
う
。
一
言
な
れ
ば
而
ち
和
し
て
窮
ま
ら
ず
、

一
言
な
れ
ば
而
ち
衆
有
り
。

【

E
】
之
を
聞
き
て
日
う
。
一
は
両
を
生
じ
、
両
は
参
を
生
じ
、

参
は
四
を
生
じ
て
結
を
成
す
。
是
の
故
に
一
有
ら
ば
、
天
下

な

に
順
有
ら
ざ
る
こ
と
亡
し
。
一
亡
け
れ
ば
、
天
下
に
亦
た
順

な

有
る
こ
と
亡
し
。
識
る
こ
と
亡
く
し
て
従
う
は
、
身
を
修
め

て
邦
家
を
治
む
る
所
以
な
る
か
。

【

F
】
之
を
聞
き
て
曰
う
。
能
く
一
を
識
ら
ば
、
則
ち
百
物
は
失と，＂

わ
れ
ず
。
如
し
一
を
識
る
こ
と
能
わ
ざ
れ
ば
、
則
ち
百
物
は
具

に
失
わ
る
。
如
し
一
を
識
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
、
糾
せ
て
之
を

ま

か

う

カ

カ

視
、
任
せ
て
之
を
伏
え
。
如
し
遠
き
に
求
む
れ
ば
、
身
に
託

か

ん

が

は

か

し
て
之
を
稽
え
、
一
を
得
て
之
を
図
れ
。
情
を
識
ら
ば
而
ち

と
お

知
、
知
を
識
ら
ば
而
ち
神
、
神
を
識
ら
ば
而
ち
逍
く
、
逍
き

を
識
ら
ば
而
ち
険
、
険
を
識
ら
ば
而
ち
困
、
困
を
識
ら
ば
而

か

え

つ

ら

ち
復
る
。
是
の
故
に
陳
ね
て
新
を
為
す
。
人
死
し
て
復
た
人

て

ん

か

ん

か

え

と
為
り
、
水
は
天
咸
に
復
る
。
百
物
の
死
せ
ざ
る
は
月
の
如

ぁ

し
。
此
れ
賊
し
て
入
る
こ
と
或
る
も
、
終
き
れ
ば
則
ち
始
ま

か
え

る
こ
と
或
り
、
至
ら
ば
則
ち
反
る
こ
と
或
り
。
此
の
言
を
識

ら
ば
、
一
に
起
ち
て
端
す
。

お
こ

【

G
】
之
を
聞
き
て
日
う
。
一
生
ず
れ
ば
、
危
安
存
亡
‘
賊
盗
の
作

る
は
、
先
知
す
べ
し
。

【

H
】
之
を
聞
き
て
日
う
。
心
、
心
に
勝
た
ざ
れ
ば
、
大
乱
は
乃

ち
作
る
。
心
如
し
能
く
心
に
勝
た
ば
、
嗚
乎
、
此
を
之
れ
小

成
と
謂
う
。

【

I
】
之
を
聞
き
て
日
う
。
百
姓
の
貴
ぶ
所
は
唯
だ
君
、
君
の
貴

ぶ
所
は
唯
だ
心
、
心
の
貴
ぶ
所
は
唯
だ
一
な
り
。
得
て
之
を

解
す
れ
ば
、
上
□
口
衆
し
。
一
言
は
而
ち
万
民
の
利
に
し
て
、

と
ど

一
言
は
而
ち
天
地
の
稽
と
為
る
。
之
を
録
め
ん
と
し
て
録
む
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み

る
を
盈
た
さ
ざ
れ
ば
、
之
を
敷
く
に
均
し
く
す
る
所
亡
し
。

之
を
大
に
し
て
以
て
天
下
を
知
り
、
之
を
小
に
し
て
以
て
邦

を
治
む
。

【

A
】
次
の
よ
う
に
聞
い
て
い
る
。
高
み
に
登
る
の
も
低
い
場
所

か
ら
出
発
す
る
し
、
遠
く
に
到
達
す
る
の
も
近
い
地
点
か
ら

出
発
す
る
。
十
抱
え
ほ
ど
の
巨
木
も
、
始
め
て
芽
を
出
し
た

と
き
は
蓬
の
よ
う
で
あ
る
。
千
里
の
道
程
を
走
破
す
る
の
も
、

必
ず
僅
か
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

【

B
】
次
の
よ
う
に
聞
い
て
い
る
。
道
を
知
る
の
に
、
じ
っ
と
座

っ
た
ま
ま
で
席
を
は
ず
さ
な
い
。
冠
に
推
し
量
っ
て
万
物
の

名
称
を
知
り
行
37)
、
耳
を
ふ
さ
い
だ
ま
ま
万
物
の
声
を
聞
く
。

草
木
は
こ
の
道
の
働
き
を
獲
得
し
て
生
じ
、
禽
獣
は
こ
の
道

の
働
き
を
獲
得
し
て
鳴
く
。
こ
の
道
の
働
き
を
遠
く
は
天
に

及
ぼ
し
、
近
く
は
人
に
及
ぼ
す
。
こ
う
し
た
わ
け
だ
か
ら
、

上
に
向
か
っ
て
は
天
を
見
通
し
、
下
に
向
か
っ
て
は
深
い
淵

を
も
見
透
か
す
。
じ
っ
と
座
っ
た
ま
ま
思
念
す
れ
ば
、
千
里

の
外
ま
で
計
謀
で
き
る
。
立
ち
上
が
っ
て
用
い
れ
ば
、
世
界

中
に
行
き
渡
る
。

【

C
】
次
の
よ
う
に
聞
い
て
い
る
。
最
高
の
誠
を
備
え
た
人
物
は

事
の
推
移
を
予
知
し
、
自
ら
参
画
し
て
事
業
を
行
わ
な
く
と

も
世
界
中
を
知
り
尽
く
す
。
最
高
の
聴
覚
は
千
里
先
ま
で
も

聞
き
分
け
、
最
高
の
視
覚
は
百
里
先
ま
で
も
見
通
す
。
だ
か

ら
こ
そ
聖
人
は
自
分
の
場
所
に
じ
っ
と
し
て
い
な
が
ら
、
国

家
経
営
の
妙
案
は
自
ら
至
り
、
ま
る
で
世
界
中
を
統
合
し
て

い
る
か
の
よ
う
に
天
下
を
掌
握
す
る
。
一
を
把
握
し
て
そ
れ

を
思
慮
•
分
析
し
、
あ
た
か
も
世
界
中
を
統
合
し
て
い
る
か

の
よ
う
に
天
下
を
安
定
さ
せ
る
。
こ
の
一
を
天
地
の
理
法
と

す
る
や
り
方
は
、
こ
れ
を
小
徹
（
内
な
る
心
で
到
達
す
る
）

と
呼
ぶ
。
何
を
小
徹
と
呼
ぶ
の
か
。
人
が
内
な
る
精
神
を
潔

白
に
し
て
物
事
を
認
識
す
る
の
を
言
う
。
い
か
に
し
て
内
な

る
心
を
潔
白
•
空
虚
に
し
て
物
事
を
認
識
す
る
の
か
。
身
体

を
捨
象
し
て
精
神
を
安
静
に
保
ち
、
（
一
に
基
づ
か
な
い
）

言
語
に
内
省
を
加
え
れ
ば
、
私
は
一
を
認
識
で
き
る
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
一
を
掌
握
し
て
も
、
ま
だ
与
え
ら
れ
て
い
な
い

も
の
が
あ
る
。
相
手
を
増
長
さ
せ
れ
ば
、
そ
の
声
が
聞
こ
え

て
く
る
し
、
相
手
を
歓
迎
し
て
み
せ
れ
ば
、
真
の
姿
を
暴
露

す
る
し
、
相
手
を
厳
し
く
責
め
立
て
れ
ば
、
そ
れ
を
操
れ
る

し
、
相
手
を
記
録
に
留
め
れ
ば
消
え
失
せ
る
し
、
相
手
を
傷

つ
け
れ
ば
枯
れ
凋
む
し
、
相
手
を
精
密
に
計
測
す
れ
ば
滅
亡

す
る
。
こ
う
し
た
方
法
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
一
に
立
脚
し
て

天
下
•
国
家
を
是
正
で
き
る
。

【

D
】
次
の
よ
う
に
聞
い
て
い
る
。
一
に
基
づ
く
言
辞
は
、
調
和

し
て
困
窮
し
な
い
。
に
基
づ
く
発
言
は
賛
同
者
が
多
い
。
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【

E
】
次
の
よ
う
に
聞
い
て
い
る
。
は
二
を
生
み
出
し
、
二
は

三
を
生
み
出
し
、
三
は
四
を
生
み
出
し
て
完
結
し
た
。
そ
こ

で
一
が
存
在
す
れ
ば
、
天
下
に
明
瞭
な
秩
序
が
存
在
し
な
い

こ
と
は
な
い
。
一
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、
天
下
に
一
に
基
づ

く
明
瞭
な
秩
序
が
あ
る
こ
と
は
な
い
。
一
を
知
ら
ず
に
統
治

に
従
事
す
る
の
は
、
わ
が
身
を
修
め
て
国
家
を
統
治
す
る
方

法
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

【

F
】
次
の
よ
う
に
聞
い
て
い
る
。
一
を
熟
知
す
れ
ば
、
多
く
の

事
業
も
失
敗
し
た
り
は
し
な
い
。
も
し
一
を
熟
知
で
き
な
け

れ
ば
、
多
く
の
事
業
は
こ
と
ご
と
く
失
敗
に
帰
す
る
。
も
し

一
を
熟
知
し
た
い
と
願
う
の
で
あ
れ
ば
、
統
治
対
象
を
数
多

く
集
め
て
監
視
し
、
好
き
勝
手
に
振
る
舞
わ
せ
て
密
か
に
そ

の
行
状
を
観
察
せ
よ
。
も
し
遠
く
ま
で
統
治
し
た
い
と
求
め

る
の
で
あ
れ
ば
、
わ
が
身
に
こ
と
寄
せ
て
思
考
し
、
一
を
手

に
入
れ
て
、
統
治
の
実
現
を
図
り
考
え
よ
。
実
情
を
知
り
尽

く
せ
ば
知
と
な
り
、
知
を
知
り
尽
く
せ
ば
神
妙
と
な
り
、
神

妙
を
知
り
尽
く
せ
ば
悠
遠
と
な
り
、
悠
遠
を
知
り
尽
く
せ
ば

危
険
と
な
り
、
危
険
を
知
り
尽
く
せ
ば
困
窮
し
、
困
窮
を
知

り
尽
く
せ
ば
元
に
復
帰
す
る
。
こ
う
し
た
わ
け
だ
か
ら
、
古

い
も
の
が
積
み
重
な
れ
ば
新
し
い
も
の
が
生
ま
れ
て
く
る
。

人
が
死
ん
で
も
子
孫
は
次
々
に
生
ま
れ
て
く
る
し
、
水
は
天

の
咸
池
に
復
帰
す
る
。
万
物
が
不
死
で
あ
る
の
は
月
と
同
じ

そ
れ
で
は
続
い
て
、
復
元
し
た
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
き

《
問
物
》

で
あ
る
。
影
が
月
を
蝕
ん
で
侵
入
す
る
期
間
が
あ
っ
て
も
、

月
が
尽
き
て
し
ま
え
ば
ま
た
回
復
し
始
め
る
し
、
満
月
に
な

れ
ば
ま
た
欠
け
始
め
る
。
こ
う
し
た
道
理
を
知
っ
て
い
れ
ば
、

一
に
立
脚
し
て
天
下
•
国
家
を
是
正
で
き
る
。

【

G
】
次
の
よ
う
に
聞
い
て
い
る
。
一
が
（
君
主
の
心
に
）
生
ず

れ
ば
、
安
危
存
亡
や
盗
賊
の
発
生
を
先
知
で
き
る
。

【

H
】
次
の
よ
う
に
聞
い
て
い
る
。
（
身
体
を
捨
象
し
て
内
観
し
よ

う
と
す
る
）
心
が
（
身
体
的
欲
望
に
拘
束
さ
れ
る
）
心
に
勝

て
な
け
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
大
乱
が
起
き
る
。
も
し
心
が
よ
く

心
に
勝
て
る
な
ら
ば
、
あ
あ
、
こ
れ
こ
そ
を
小
成
（
内
な
る

完
成
）
と
呼
ぶ
の
だ
。

【

I
】
次
の
よ
う
に
聞
い
て
い
る
。
百
姓
が
貴
ぶ
対
象
は
た
だ
君

主
だ
け
で
あ
り
、
君
主
が
貴
ぶ
対
象
は
た
だ
心
の
み
で
あ
り
、

心
が
貴
ぶ
対
象
は
た
だ
一
の
み
で
あ
る
。
こ
の
点
を
理
解
す

れ
ば
、
上
·
…
•
•
多
い
。
一
に
基
づ
く
言
菜
は
万
民
の
利
益
と

な
る
し
、
一
に
基
づ
く
言
葉
は
天
地
の
理
法
と
な
る
。
こ
れ

を
わ
が
身
に
留
め
よ
う
と
し
て
留
め
切
れ
な
け
れ
ば
、
一
を

世
界
中
に
敷
き
及
ぼ
す
と
き
に
、
均
等
に
施
す
こ
と
は
で
き

な
い
。
こ
れ
を
外
に
大
き
く
用
い
て
天
下
を
知
り
尽
く
し
、

こ
れ
を
内
に
小
さ
く
用
い
て
国
家
を
統
治
す
る
。
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と
《
識
一
》
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
て
み
よ
う
。
《
問
物
》

は
四
十
四
の
発
問
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
全
体
が
「
有
問
無

答
」
の
形
式
で
一
貫
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
特
異
な
形
式
を
持
つ

作
品
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
『
楚
辞
』
天
問
が
知
ら
れ
る
の
み
で

あ
っ
た
。
し
か
も
『
楚
辞
』
天
問
の
作
者
を
屈
原
に
求
め
る
の
が

伝
統
的
な
見
方
で
（
注
38)
、
前
掲
の
ご
と
く
曹
錦
炎
氏
も
解
説
の
中

で
そ
う
し
た
立
場
を
表
明
し
て
い
る
。
そ
こ
で
伝
統
的
立
場
に
立

て
ば
、
「
天
地
山
川
よ
り
し
て
、
次
い
で
人
事
に
及
ぶ
」
（
王
夫
之

『
楚
辞
通
釈
』
）
領
域
に
対
し
、
次
々
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
特
異

な
表
現
形
式
は
、
当
然
の
ご
と
く
屈
原
の
独
創
的
発
明
だ
と
さ
れ

る。
だ
が
今
回
の
《
問
物
》
の
発
見
に
よ
っ
て
、
上
記
の
特
異
な
表

現
形
式
は
決
し
て
屈
原
の
発
明
で
は
な
く
、
屈
原
以
前
か
ら
す
で

に
楚
の
地
域
に
存
在
し
て
い
た
表
現
形
式
だ
っ
た
こ
と
が
確
定
的

と
な
っ
た
。
上
博
楚
簡
は
楚
都
・
郡
の
近
郊
、
湖
北
省
江
陵
一
帯

の
墓
陵
地
か
ら
盗
掘
さ
れ
た
出
土
品
で
、
そ
の
書
写
年
代
は
郭
店

楚
簡
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
、
戦
国
中
期
（
前
三
四
二

S
前
二
八
二
年
）

後
半
、
前
三

0
0
年
頃
と
推
定
さ
れ
て
い
る
和
39)°

し
た
が
っ
て

《
問
物
》
の
成
立
年
代
が
そ
れ
よ
り
遡
る
の
は
確
実
で
あ
る
。
上

述
の
ご
と
く
『
凡
物
流
形
』
は
、
《
問
物
》
と
《
識
一
》
が
同
冊
に

収
録
さ
れ
て
転
写
を
重
ね
る
間
に
、
錯
乱
に
よ
り
接
合
さ
れ
た
文

献
で
あ
る
。
《
問
物
》
は
こ
の
接
合
が
生
ず
る
以
前
に
す
で
に
成
立

し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
成
立
年
代
は
遅
く
も
戦
国
前
期

（
前
四

0
三
S
前
三
四
三
年
）
に
ま
で
遡
る
。

一
方
、
屈
原
の
活
動
時
期
は
楚
の
懐
王
（
在
位
嘉
印
三
二
八

S

前
二
九
九
年
）
の
治
世
か
ら
楚
の
頃
襄
王
（
在
位
~
前
二
九
八

s

前
二
六
三
年
）
の
治
世
の
前
半
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
屈
原
の
活

動
時
期
は
、
戦
国
中
期
の
前
三
二

0
年
頃
か
ら
戦
国
後
期
の
前
二

七

0
年
頃
と
な
る
。
と
す
れ
ば
、
《
問
物
》
の
成
立
が
屈
原
の
活
動

に
先
行
す
る
の
は
明
白
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
『
楚
辞
』
天
問
の
作

者
を
屈
原
と
す
る
見
方
に
は
異
論
も
多
い
が
（
社
40)
、
た
と
え
屈
原

著
作
説
を
承
認
し
た
と
し
て
も
、
も
は
や
「
有
問
無
答
」
の
形
式

が
屈
原
の
独
創
で
な
い
こ
と
に
疑
問
の
余
地
は
な
い
。

こ
の
点
を
確
認
し
た
上
で
、
次
に
『
楚
辞
』
天
問
と
《
問
物
》

を
比
較
し
て
み
よ
う
。
疑
問
文
を
作
る
疑
問
詞
の
数
最
で
数
え
る

と
、
『
楚
辞
』
天
問
が
収
録
す
る
発
問
は
百
七
十
四
個
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
《
問
物
》
の
側
に
は

(
9
)

の
よ
う
に
疑
問
詞
を
含

ま
な
い
疑
問
文
が
あ
る
の
で
疑
問
文
の
数
量
で
数
え
る
と
、
《
問
物
》

が
収
録
す
る
発
問
は
四
十
四
個
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
《
問
物
》
の

発
問
の
数
は
『
楚
辞
』
天
問
の
約
四
分
の
一
に
過
ぎ
ず
、
両
者
の

間
に
は
分
量
的
に
大
き
な
差
異
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

ま
た
扱
わ
れ
る
話
題
に
関
し
て
も
、
両
者
の
間
に
は
大
き
な
開

き
が
あ
る
。
『
楚
辞
』
天
問
に
は
、
党
・
舜
•
萬
•
湯
な
ど
の
古
代

先
王
を
始
め
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
的
故
事
を
扱
う
発
問
が

(54) 



数
多
く
見
え
る
。
登
場
す
る
疑
問
詞
の
順
番
で
範
囲
を
示
せ
ば
、

も
ろ
も
ろ

お
さ

(30)

「
鴻
を
泊
む
る
に
任
え
ざ
る
に
、
師
は
何
ぞ
以
て
之
を
尚
ぐ

ひ
ょ
う
ど

る
や
」
か
ら

(42)

「
康
回
隅
怒
す
る
に
、
墜
は
何
の
故
を
以
て
東

南
に
傾
け
る
や
」
ま
で
の
十
二
個
、

(71)

「
萬
の
力
め
て
功
を
献

な

ん

と

ざ

ん

じ
、
降
り
て
下
土
の
四
方
を
省
る
に
、
焉
ぞ
臨
山
の
女
を
得
て
、

之
と
台
桑
に
通
ぜ
し
や
」
か
ら

(81)
「
咸
な
拒
黍
を
播
く
に
、
前
柑

に
く
し

を
是
れ
営
む
。
何
に
由
り
て
井
せ
投
じ
て
、
舷
の
疾
み
脩
＜
盈
て

る
や
」
ま
で
の
十
個
、

(90)

「
惟
れ
涜
は
戸
に
在
り
て
、
何
を
か

艘
に
求
め
し
や
」
か
ら

(158)

「
寿
を
受
く
る
こ
と
永
多
な
る
は
、

夫
れ
何
ぞ
久
長
な
る
や
」
ま
で
の
六
十
八
個
、

(166)

「
伏
し
匿
れ

こ

こ

し

ヵ

／

て
穴
に
処
る
。
妥
に
何
云
ぞ
」
か
ら

(170)

「
何
ぞ
上
を
試
（
試
）

し
て
自
ら
予
え
、
忠
名
蒲
い
よ
彰
ら
か
な
る
や
」
ま
で
の
四
個
、

合
計
で
九
十
四
個
と
な
る
。

こ
れ
が
全
体
の
発
問
数
百
七
十
四
個
に
占
め
る
割
合
は
、
約
五

十
四
％
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
《
問
物
》
の
側
に
は
、
歴
史
故

事
を
扱
う
発
問
は
皆
無
で
、
【

E
】

(27)

で
「
先
王
の
智
は
妥
に

か
備
わ
れ
る
や
」
と
、
わ
ず
か
に
一
回
だ
け
先
王
に
触
れ
る
に
過

ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
『
楚
辞
』
天
問
に
は
多
数
の
人
物
名
や
地

名
が
現
れ
る
の
に
反
し
て
、
《
問
物
》
に
固
有
名
詞
は
全
く
登
場
し

な
い
。
す
な
わ
ち
《
問
物
》
の
側
の
発
問
は
、
天
地
・
万
物
・
鬼

神
な
ど
の
領
域
に
集
中
し
て
い
て
、
人
事
に
関
す
る
話
題
は
極
め

て
稀
薄
な
の
で
あ
り
、
こ
の
点
も
両
者
の
重
要
な
相
違
と
言
え
よ

星
川
清
孝
『
楚
辞
の
研
究
』
第
五
章
「
「
天
問
」
篇
の
研
究
」
は
、

屈
原
著
作
説
を
否
定
し
た
上
で
、
古
く
「
天
問
」
と
い
う
叙
事
詩

が
あ
っ
て
古
代
説
話
を
伝
誦
し
て
い
た
も
の
が
、
伝
誦
の
間
に
し

だ
い
に
増
補
・
追
加
さ
れ
て
、
殷
・
周
や
春
秋
期
の
歴
史
故
事
を

ま
じ
え
た
長
編
と
な
り
、
戦
国
初
期
に
現
在
の
形
に
固
定
し
た
の

で
は
な
い
か
と
、
天
問
成
立
の
事
情
を
推
定
す
る
。
星
川
氏
は
、

問
呵
形
式
の
詩
句
自
体
は
他
の
『
楚
辞
』
諸
篇
や
『
詩
経
』
に
も

見
ら
れ
る
の
で
、
一
種
の
文
学
形
式
と
し
て
す
で
に
古
代
か
ら
あ

っ
た
と
し
、
「
天
問
」
は
そ
れ
を
長
大
に
連
続
さ
せ
た
特
殊
な
ケ
ー

ス
だ
と
も
言
う
。

伊
藤
清
司
「
「
楚
辞
」
天
問
と
苗
族
の
創
世
歌
(
I
L
4
)

」
は
星
川
説

を
基
本
的
に
は
肯
定
し
な
が
ら
も
、
「
楚
辞
」
天
問
と
貴
州
省
の
苗

族
が
伝
誦
す
る
古
歌
と
の
間
に
は
、
①
天
地
創
始
か
ら
始
ま
る
神

話
伝
承
を
素
材
に
す
る
、
②
長
編
叙
事
詩
の
形
を
取
る
、
③
疑
問

句
を
連
ね
る
特
殊
な
形
式
を
採
る
、
と
い
っ
た
基
本
的
性
格
の
共

通
性
が
見
ら
れ
る
と
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
伊
藤
氏
は
、
星
川
説

の
言
う
「
古
天
問
」
が
、
苗
族
の
疑
問
句
を
連
ね
た
創
世
叙
事
詩

の
ご
と
き
も
の
と
極
め
て
類
似
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
見
る
の
は

決
し
て
無
理
で
は
な
い
と
説
く
。
さ
ら
に
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、

星
川
説
の
よ
う
に
「
天
問
」
の
形
式
を
特
殊
な
ケ
ー
ス
と
し
て
処

理
す
る
難
点
も
解
消
で
き
る
と
そ
こ
で
以
下
に
伊
藤
氏
が

゜

ろ
ノ
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世
上
的
人
何
呵

我
問
伽
束
伽
問
我
：

在
恨
古
根
古
的
時
候
，

天
是
忽
榛
生
的
？

是
那
個
束
創
造
的
？

是
爺
覺
朗
努
（
最
高
神
）

是
他
束
生
的
，

是
他
束
創
造
的
。

地
是
忽
榛
生
的
？

是
那
個
束
創
造
的
？

是
爺
覺
朗
努
，

是
他
束
生
的
，

是
他
束
創
造
的
。

人
類
是
忽
榛
生
的
？

是
那
個
束
創
造
的
？

是
爺
覺
朗
努
，

是
他
束
生
的
，

是
他
束
創
造
的
。

世
の
人
び
と
は

互
い
に
訊
ね
た
り
。

遥
か
な
る
太
古
、

天
は
い
か
に
し
て
生
れ
し
や
？

誰
人
が
天
を
造
り
し
や
？

イエ・ジュエ・ラーン・ヌ

そ
は
爺
覺
朗
努
（
最
高
神
）
な
り
。

か
の
神
が
生
み
た
り
。

か
の
神
が
造
り
た
り
。

大
地
は
い
か
に
し
て
生
れ
し
や
？

誰
人
が
大
地
を
造
り
し
や
？

そ
は
爺
覺
朗
努
の
神
な
り
。

か
の
神
が
生
み
た
り
。

か
の
神
が
造
り
た
り
。

人
類
は
い
か
に
し
て
生
れ
し
や
？

誰
人
が
そ
を
造
り
し
や
？

そ
は
爺
覺
朗
努
の
神
な
り
。

か
の
神
が
生
み
た
り
。

か
の
神
が
造
り
た
り
。

引
く
貴
州
省
苗
族
の
古
歌
を
掲
げ
て
み
る
。

伊
藤
氏
は
、
楚
国
を
構
成
し
た
住
民
の
中
に
苗
族
が
関
係
を
持

っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、
少
な
く
も
楚
の
辺
境
に
接
し
て
苗
族

が
居
住
し
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
と
す
る
。
ま
た
楚
の
地

方
に
も
苗
族
の
創
世
歌
の
よ
う
な
口
誦
伝
承
が
行
わ
れ
て
い
た
可

能
性
が
あ
り
、
楚
の
「
天
問
」
と
苗
族
の
古
歌
と
は
こ
の
点
で
も

関
連
が
強
い
と
言
う
。
そ
の
上
で
伊
藤
氏
は
、
「
天
問
」
の
先
行
形

態
は
苗
族
な
ど
の
創
世
歌
の
よ
う
な
、
天
地
開
闘
を
扱
っ
て
い
た

名
残
で
は
な
か
っ
た
か
、
そ
の
後
「
原
天
問
」
に
次
々
に
説
話
伝

承
が
増
補
・
追
加
さ
れ
、
殷
や
周
の
説
話
故
事
を
扱
っ
た
部
分
が

む
し
ろ
数
量
的
に
は
こ
の
詩
の
大
半
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
推
定
す
る
。

王
孝
廉
「
苗
族
古
歌
典
楚
文
化
江
42)

」
は
、
伊
藤
説
を
踏
ま
え
、

そ
れ
に
全
面
的
に
賛
同
す
る
論
考
で
あ
る
。
た
だ
伊
藤
氏
が
遠
慮

が
ち
に
推
定
す
る
に
止
ま
っ
て
い
た
楚
と
苗
族
の
関
係
に
つ
い
て
、

（
『
民
間
文
学
』
一
九
六
一
年
第
六
期
「
造
天
地
万
物
歌
」
）

爺
覺
朗
努
呵
，

他
造
天
為
了
什
麿
？

在
恨
古
恨
古
的
時
候
，

一
片
混
沌
゜

爺
覺
朗
努
の
神
。

か
の
神
は
い
か
に
し
て
天
を
造
り
し
や
？

遥
か
な
る
太
古
、

天
は
た
だ
混
沌
と
し
て
、
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「
呉
起
到
日
、
河
山
之
瞼
、
信
不
足
保
也
。
覇
王
之
業
、
不
従
也
。

昔
者
三
苗
之
居
、
左
影
謡
之
波
、
右
洞
庭
之
水
、
放
山
在
其
南
、

而
衡
山
在
其
北
、
侍
此
瞼
也
。
不
政
不
善
、
而
萬
放
逐
之
」
（
『
戦

国
策
』
魏
策
）
と
か
「
三
苗
在
江
淮
荊
州
、
数
為
乱
」
（
『
史
記
』

五
帝
本
紀
）
と
い
っ
た
史
料
を
引
き
、
秦
漢
以
前
に
は
苗
蛮
諸
族

が
、
湖
南
省
岳
州
、
湖
北
省
武
昌
、
江
西
省
九
江
の
間
と
い
っ
た

楚
の
領
域
内
に
居
住
し
て
い
た
状
況
を
論
証
し
て
、
伊
藤
説
を
補

強
し
て
い
る
。

歴
史
故
事
を
欠
く
《
問
物
》
の
発
見
は
、
星
川
説
の
妥
当
性
を

た

れ

つ

く

た

れ

具
体
的
文
献
に
よ
っ
て
裏
付
け
た
。
ま
た
「
執
か
天
を
為
れ
る
や
。
執

っ
く

か
地
を
為
れ
る
や
」
と
、
『
楚
辞
』
天
問
と
同
様
に
天
地
創
出
を
問

う
内
容
を
含
む
《
問
物
》
の
発
見
に
よ
り
、
屈
原
創
作
説
が
完
全

に
覆
っ
た
現
在
、
『
楚
辞
』
天
問
の
源
流
を
苗
族
の
創
世
歌
に
求
め

た
伊
藤
説
の
妥
当
性
も
ま
た
、
極
め
て
高
ま
っ
た
と
言
え
る
。
後

述
す
る
よ
う
に
、
楚
人
に
は
宇
宙
の
生
成
を
思
索
し
よ
う
と
す
る

発
想
が
存
在
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

《
問
物
》
は
苗
族
の
創
世
歌
（
「
原
天
問
」
「
古
天
問
」
）
と
『
楚

辞
』
天
問
を
繋
ぐ
中
間
型
と
言
え
る
。
「
天
は
五
度
を
降
す
に
、
吾

は
羹
を
か
衡
と
し
羹
を
か
縦
と
せ
ん
や
」
「
昭
天
の
明
は
、
羹
に
か

し
す
く

得
ら
る
る
や
」
と
か
「
先
王
の
智
は
笑
に
か
備
わ
れ
る
や
」
と
、

上
天
や
先
王
が
登
場
す
る
な
ど
、
す
で
に
そ
こ
に
は
上
天
•
上
帝

信
仰
や
気
の
生
成
論
を
初
め
と
す
る
中
原
文
化
が
流
入
し
て
お
り
、

、
苗
族
創
世
歌
の
ま
ま
で
な
い
の
は
明
白
で
あ
る
。
ま
た
今
に
伝
わ

る
苗
族
創
世
歌
に
は
、
「
是
爺
覺
朗
努
，
是
他
束
生
的
，
是
他
束
創

造
的
」
と
、
発
問
に
対
す
る
解
答
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
《
問
物
》

や
『
楚
辞
』
天
問
が
「
有
問
無
答
」
で
あ
る
の
と
は
大
き
く
異
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
が
春
秋
•
戦
国
期
か
ら
す
で
に
そ
う
で
あ
っ
た

の
か
、
あ
る
い
は
二
千
五
百
年
以
上
も
伝
承
さ
れ
る
間
に
変
容
し

た
結
果
な
の
か
は
、
今
の
と
こ
ろ
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
発
問

句
を
連
ね
る
長
編
叙
事
詩
の
形
式
が
楚
国
内
に
居
住
し
て
い
た
苗

蛮
諸
族
か
ら
楚
人
に
伝
わ
り
、
そ
れ
が
楚
で
地
域
的
な
文
芸
形
式

と
し
て
定
着
し
た
の
は
確
実
で
あ
ろ
う
。

屈
原
が
『
楚
辞
』
天
問
の
成
立
に
何
ら
か
の
形
で
関
与
し
た
か

否
か
は
、
依
然
と
し
て
霧
の
中
で
あ
る
。
だ
が
発
問
句
を
連
ね
る

長
編
叙
事
詩
と
い
っ
た
表
現
形
式
、
宇
宙
の
生
成
や
天
地
・
万
物

に
関
す
る
疑
問
を
投
げ
か
け
る
内
容
な
ど
が
屈
原
の
独
創
で
な
い

点
は
、
今
回
の
《
問
物
》
の
発
見
に
よ
っ
て
も
は
や
確
定
し
た
と

言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
後
漠
の
王
逸
の
序
は
天
問
成
立
の
経
緯

に
つ
い
て
、
放
逐
さ
れ
た
屈
原
が
山
沢
を
初
循
し
な
が
ら
、
楚
の

先
王
の
廟
や
公
卿
の
祀
堂
の
壁
画
を
目
撃
し
、
憤
憩
の
心
か
ら
壁

に
書
き
付
け
た
問
呵
の
辞
を
後
人
が
集
め
た
も
の
だ
と
解
説
す
る
。

だ
が
《
問
物
》
に
も
天
問
と
よ
く
似
た
表
現
形
式
及
び
内
容
が
見

ら
れ
る
以
上
、
王
逸
の
説
明
は
ほ
と
ん
ど
成
り
立
た
ず
、
画
賛
題

書
説
は
そ
の
根
拠
を
失
っ
た
と
言
え
よ
う
。
ま
た
『
楚
辞
』
天
問

(57) 



が
一
時
一
人
の
作
で
な
い
状
況
が
確
定
し
た
以
上
、
従
来
行
わ
れ

て
き
た
文
義
が
次
序
か
不
次
序
か
と
い
っ
た
議
論
も
、
も
は
や
意

味
を
失
っ
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

総
じ
て
『
楚
辞
』
天
問
の
側
は
神
話
・
伝
説
や
歴
史
故
事
に
対

す
る
造
詣
の
深
さ
や
博
識
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
。
こ
れ
に
対
し
て

《
問
物
》
の
側
の
発
問
は
博
学
に
裏
打
ち
さ
れ
た
様
子
は
さ
ほ
ど

窺
え
ず
、
少
な
く
も
表
面
的
に
は
素
朴
な
疑
問
と
い
っ
た
印
象
を

与
え
る
。
こ
れ
が
時
代
差
に
よ
る
も
の
か
否
か
は
即
断
で
き
な
い

が
、
『
楚
辞
』
天
問
の
側
が
よ
り
ス
ケ
ー
ル
が
壮
大
で
質
•
量
と
も

に
充
実
し
て
い
て
お
り
、
『
楚
辞
』
天
問
の
作
者
が
《
問
物
》
に
類

す
る
先
行
作
品
を
踏
ま
え
て
創
作
し
た
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

う
つ

た
だ
し
思
想
史
的
観
点
よ
り
す
れ
ば
、
「
凡
そ
物
は
形
を
流
す
に
、

笑
を
か
得
て
成
る
や
」
（
1
）
「
形
を
流
し
て
体
を
成
す
に
、
妥

な

ら

な

に

を
か
得
て
死
せ
ざ
る
や
」

(
2
)

「
五
気
拉
び
至
る
に
、
吾
は
羹
を

か
異
と
し
築
を
か
同
と
せ
ん
や
」
（
1
1
）
な
ど
の
発
問
は
、
《
問
物
》

の
作
者
が
世
界
は
五
種
類
の
気
で
構
成
さ
れ
、
万
物
は
気
の
変
転

に
従
っ
て
形
体
を
流
動
さ
せ
る
と
の
世
界
観
に
立
っ
て
い
た
可
能

性
を
示
唆
す
る
。
こ
の
点
は
、
気
の
生
成
論
の
成
立
時
期
を
考
え

る
上
で
、
貴
重
な
材
料
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
《
問
物
》

は

(15)

か
ら

(22)

ま
で
の
発
問
に
お
い
て
、
鬼
神
の
実
在
性

に
対
す
る
懐
疑
を
執
拗
に
表
明
す
る
。
こ
う
し
た
現
象
は
、
問
呵

の
祖
型
を
神
意
を
占
う
卜
問
の
形
式
に
求
め
、
『
楚
辞
』
天
問
の
成

立
を
巫
祝
の
伝
統
習
俗
と
結
び
付
け
る
藤
野
岩
友
『
巫
系
文
学
論
』

の
理
解
に
躊
躇
を
覚
え
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
「
問
之
日
」
の
句
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
こ
の
句
は

《
問
物
》
中
の
【

B
】

(
7
)

に
一
回
だ
け
見
え
、
こ
れ
以
外
に
は

【
G

】

(33)

に
「
問
」
（
本
稿
で
は
「
問
之
日
」
に
改
め
た
）
が

一
回
登
場
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
も
『
楚
辞
』
天
問
に
こ
の
句

形
は
全
く
出
て
こ
な
い
。

こ
う
し
た
現
象
は
、
本
来
の
《
問
物
》
に
は
こ
の
句
が
存
在
し

な
か
っ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
そ
の
一
方
で
《
識
一
》
の
側
に

は
「
聞
之
日
」
の
句
が
九
つ
も
含
ま
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
《
問

物
》
と
《
識
一
》
が
誤
っ
て
接
合
さ
れ
た
際
、
こ
の
句
が
《
問
物
》

の
側
に
混
入
し
た
疑
い
や
、
接
合
し
た
後
、
さ
ら
に
単
一
の
文
献

と
し
て
の
連
続
性
を
高
め
る
た
め
、
意
図
的
に
挿
入
さ
れ
た
疑
い

も
生
じ
て
く
る
。

「
聞
」
と
「
問
」
は
古
文
で
は
同
一
の
文
字
「
餌
」
で
表
記
さ

れ
る
た
め
、
《
問
物
》
の
発
問
形
式
の
文
章
中
に
位
置
す
れ
ば
「
問

う
」
の
意
味
で
読
ま
れ
、
通
常
の
叙
述
形
式
を
取
る
《
識
一
》
中

に
位
置
す
れ
ば
「
聞
く
」
の
意
味
に
読
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、

《
問
物
》
中
に
こ
の
句
が
混
入
し
て
も
、
そ
れ
な
り
に
意
味
は
通

る
。
だ
が
上
記
の
理
由
か
ら
、
筆
者
は
《
問
物
》
中
の
「
問
之
曰
」

と
「
問
」
は
本
来
存
在
し
な
か
っ
た
術
文
・
術
字
の
可
能
性
が
高

い
と
考
え
る
。
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次
に
《
識
一
》
の
側
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

前
掲
の
筆
者
の
復
元
に
よ
れ
ば
、
《
識
一
》
は
段
落
が
す
べ
て
「
聞

之
日
」
で
始
ま
る
思
想
文
献
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
じ
く
聞
き
書
き

の
形
式
を
取
る
文
献
と
し
て
は
、
上
博
楚
簡
『
従
政
』
が
挙
げ
ら

れ
る
（
注
13)°

『
従
政
』
は
竹
簡
の
残
欠
が
甚
だ
し
く
、
全
体
の
復
元

は
困
難
な
状
況
に
あ
る
が
、
確
認
さ
れ
た
だ
け
で
も
十
四
の
段
落

の
冒
頭
が
「
聞
之
日
」
で
始
ま
っ
て
お
り
、
当
時
こ
う
し
た
様
式

が
存
在
し
た
状
況
を
物
語
っ
て
い
る
。

《
識
一
》
は
、
「
一
を
得
て
之
を
思
い
、
天
下
を
井
す
る
が
若
く

し
て
之
を
治
む
」
「
能
く
一
を
識
ら
ば
、
則
ち
百
物
は
失
わ
れ
ず
」

「
是
の
故
に
一
有
ら
ば
、
天
下
に
順
有
ら
ざ
る
こ
と
亡
し
」
な
ど

と
、
「
一
」
を
中
心
に
据
え
て
思
想
を
展
開
さ
せ
る
文
献
で
あ
る
。

の
り

こ
の
「
一
」
は
、
「
此
の
一
を
ば
以
て
天
地
の
稽
と
為
す
は
、
是
を

小
徹
と
謂
う
」
「
一
言
は
而
ち
天
地
の
稽
と
為
る
」
と
、
天
地
の
理

法
と
さ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
「
一
」
と
は
具
体
的
に
何
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

,
t
 

ぉ

う
か
。
「
是
の
故
に
聖
人
は
其
の
所
に
処
り
て
、
邦
家
の
図
は
之
り
、

あ
わ

天
下
を
井
す
る
が
如
く
し
て
之
を
祖
る
。
一
を
得
て
之
を
思
い
、

天
下
を
井
す
る
が
若
く
し
て
之
を
治
む
」
と
語
ら
れ
る
よ
う
に
、

「
-
」
は
遠
く
外
界
に
探
し
求
め
て
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

席
に
座
っ
た
ま
ま
で
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
ら
ば
座
席
に
じ
っ
と
し
た
ま
ま
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て

「
-
」
を
獲
得
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
《
識
―
》
は
そ
の
方
法
を
、

な

り

ゆ

き

あ

ず

か

「
至
情
な
れ
ば
著
を
知
り
、
与
り
て
之
を
事
と
せ
ず
し
て
四
海
を

む

な

し

い

ず

く

知
る
」
と
か
、
「
人
の
白
く
し
て
識
る
を
為
す
な
り
。
築
に
か
以
て

む
な
し

其
の
白
き
に
知
る
や
。
身
を
終
く
し
て
自
若
し
、
能
く
言
を
顧
み

れ
ば
、
吾
能
＜
之
を
一
と
す
」
と
記
す
。
す
な
わ
ち
、
身
体
的
要

素
を
捨
象
し
て
内
な
る
精
神
を
潔
白
・
至
情
に
す
る
と
い
っ
た
心

術
に
よ
り
、
居
な
が
ら
に
「
一
」
を
獲
得
す
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

あ
た

た
だ
し
「
故
に
一
は
之
を
担
る
も
、
未
だ
界
え
ら
れ
ざ
る
も
の

之
に
町

や

し

な

よ

ろ

こ

あ

ら

わ

有
り
。
之
を
飼
わ
ば
声
有
り
、
之
を
折
べ
ば
見
す
べ
く
、

あ

や

っ

と

ど

き

さ

ず

つ

ら
ば
操
る
べ
く
、
之
を
録
む
れ
ば
則
ち
失
え
、
之
を
敗
く
れ
ば
則

は
か

ち
稿
れ
、
之
を
測
ら
ば
則
ち
滅
ぶ
。
此
の
言
を
識
ら
ば
一
に
起
ち

た
だ

て
端
す
」
と
か
、
「
如
し
一
を
識
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
、
糾
せ
て
之
を

ま

か

う

か

が

視
、
任
せ
て
之
を
伏
え
。
如
し
遠
き
に
求
む
れ
ば
、
身
に
託
し
て

か

ん

が

は

か

之
を
稽
え
、
一
を
得
て
之
を
図
れ
」
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
一
」

の
獲
得
と
運
用
に
は
、
万
物
へ
の
対
応
を
さ
ま
ざ
ま
に
変
え
な
が

ら
、
相
手
の
様
子
を
観
察
す
る
と
の
操
作
も
必
要
だ
と
さ
れ
る
。

む
な
し

も
と
よ
り
こ
う
し
た
操
作
が
可
能
と
な
る
の
も
、
己
が
「
白
く
し

て
識
」
り
「
心
、
心
に
勝
つ
」
心
術
を
実
現
し
て
い
る
か
ら
に
他

な
ら
な
い
。

そ
し
て
内
観
に
よ
っ
て

お
よ
ぽ

を
遠
く
し
て
天
に
施
し
、

旦
こ
の
「
一
」
を
獲
得
す
れ
ば
、
「
之

之
を
近
く
し
て
人
に
施
す
。
是
の
故
に
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み
と
お

上
は
天
を
視
し
、
下
は
淵
を
審
か
に
す
。
坐
し
て
之
を
思
わ
ば
、

千
里
に
謀
る
。
起
ち
て
之
を
用
う
れ
ば
、
四
海
に
陳
く
」
と
か
、

「
至
聴
は
千
里
、
達
見
は
百
里
」
「
道
を
識
る
に
、
坐
し
て
席
よ
り

下
ら
ず
。
覧
に
描
り
て
名
を
知
り
、
耳
亡
く
し
て
声
を
聞
く
」
と
、

居
な
が
ら
に
し
て
世
界
中
の
事
象
を
認
識
し
尽
く
せ
る
と
も
言
う
。

の

ぽ

ひ

く

《
識
一
》
が
「
之
を
聞
き
て
日
う
。
高
き
に
升
る
は
埠
き
よ
り
し
、

ち
か

遠
き
に
至
る
は
坦
き
よ
り
す
。
十
囲
の
木
も
、
其
の
始
め
て
生
ず

よ
も
ぎ

る
や
葉
の
如
し
。
足
の
将
に
千
里
に
至
ら
ん
と
す
る
や
、
必
ず
寸

よ
り
始
む
」
と
、
遥
か
に
遠
い
目
標
を
達
成
す
る
の
も
、
実
は
卑

近
な
足
下
か
ら
始
ま
る
と
強
調
す
る
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る

（注

44)0
次
に
「
一
」
が
な
ぜ
「
天
地
の
稽
」
な
の
か
を
考
え
て
み
よ
う
。

理
法
と
し
て
の
「
一
」
の
内
容
を
示
す
の
は
、
「
情
を
識
ら
ば
而
ち

と

お

と

お

知
、
知
を
識
ら
ば
而
ち
神
、
神
を
識
ら
ば
而
ち
逍
く
、
逍
き
を
識

か
え

ら
ば
而
ち
険
、
険
を
識
ら
ば
而
ち
困
、
困
を
識
ら
ば
而
ち
復
る
。

つ
ら

是
の
故
に
陳
ね
て
新
を
為
す
。
人
死
し
て
復
た
人
と
為
り
、
水
は

天
咸
に
復
る
。
百
物
の
死
せ
ざ
る
は
月
の
如
し
。
此
れ
賊
し
て
入

ぁ

る
こ
と
或
る
も
、
終
き
れ
ば
則
ち
始
ま
る
こ
と
或
り
、
至
ら
ば
則

た
だ

か
え

ち
反
る
こ
と
或
り
。
此
の
言
を
識
ら
ば
、
一
に
起
ち
て
端
す
」
と

お
こ

か
、
「
一
生
ず
れ
ば
、
危
安
存
亡
、
賊
盗
の
作
る
は
、
先
知
す
べ
し
」

と
い
っ
た
記
述
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
、
事
物
に
は
一
定
の
変
化

の
プ
ロ
セ
ス
が
内
在
し
、
し
か
も
そ
の
変
化
の
プ
ロ
セ
ス
に
は
周

期
的
に
反
復
を
繰
り
返
す
規
則
性
が
あ
る
と
説
か
れ
る
。
だ
か
ら

こ
そ
「
一
」
は
天
地
の
理
法
な
の
で
あ
り
、
わ
が
身
に
「
一
」
が

生
ず
れ
ば
、
未
来
の
安
危
・
存
亡
を
予
知
で
き
る
と
も
言
わ
れ
る

の
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
か
く
ま
で
の
威
力
を
備
え
る
「
一
」
の
実
体

は
、
い
っ
た
い
何
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
《
識
一
》
は
肝
心
の
「
一
」

の
実
体
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
語
ら
な
い
が
、
わ
ず
か
に
「
一
は
両

を
生
じ
、
両
は
参
を
生
じ
、
参
は
四
を
生
じ
て
結
を
成
す
」
と
の

記
述
か
ら
、
そ
の
実
体
を
推
測
で
き
る
。
一
↓
両
↓
参
↓
四
と
の

順
序
は
、
流
出
論
の
形
式
で
宇
宙
生
成
の
プ
ロ
セ
ス
を
説
明
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
『
荘
子
』
斉
物
論
篇
の
「
既
に
已
に
一
為
り
。
且
た
言

有
る
を
得
ん
や
。
既
に
已
に
之
を
一
と
謂
う
。
且
た
言
無
き
を
得

ん
や
。
一
と
言
と
二
と
為
り
、
二
と
一
と
三
と
為
る
。
此
れ
自
り

以
往
は
、
巧
歴
も
得
る
能
わ
ず
」
と
す
る
論
理
と
も
一
見
似
た
印

象
を
与
え
る
。
だ
が
《
識
一
》
は
斉
物
論
篇
の
よ
う
に
言
語
認
識

を
介
在
さ
せ
た
脳
内
現
象
と
も
言
う
べ
き
認
識
論
的
生
成
論
を
説

い
て
い
る
の
で
は
な
く
、
「
道
は
一
を
生
じ
、
一
は
二
を
生
じ
、
ニ

は
三
を
生
じ
、
三
は
万
物
を
生
ず
」
（
第
四
十
二
章
）
と
説
く
『
老

子
』
の
よ
う
に
、
存
在
論
的
生
成
論
を
述
べ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
し
た
が
っ
て
「
一
」
は
、
『
老
子
』
の
「
道
」
と
同
様
、
宇
宙

の
本
体
・
根
源
だ
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
す
れ
ば
《
識
―
》
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は
、
宇
宙
を
生
成
し
た
本
体
・
根
源
で
あ
る
「
一
」
が
、
「
草
木
は

之
を
得
て
以
て
生
じ
、
禽
獣
は
之
を
得
て
以
て
鳴
く
」
と
、
生
成

後
も
背
後
で
万
物
の
終
始
・
変
化
を
制
御
し
て
お
り
、
そ
れ
が
天

地
の
理
法
と
し
て
今
も
作
用
し
続
け
て
い
る
と
語
っ
て
い
る
こ
と

に
な
る
（
注
芭
°
《
識
―
》
は
一
・
両
・
参
•
四
が
何
を
指
す
か
を
説

明
し
て
い
な
い
の
だ
が
、
例
え
ば
一
↓
天
地
↓
陰
気
・
陽
気
・
沖

気
↓
春
夏
秋
冬
の
四
時
と
い
っ
た
パ
タ
ー
ン
が
想
像
さ
れ
る
和
46)0

,“
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そ
し
て
「
是
の
故
に
聖
人
は
其
の
所
に
処
り
て
、
邦
家
の
図
は
之

あ
わ

り
、
天
下
を
井
す
る
が
如
く
し
て
之
を
担
る
。
一
を
得
て
之
を
思

い
、
天
下
を
井
す
る
が
若
く
し
て
之
を
治
む
」
と
か
、
「
百
姓
の
貴

た

ぶ
所
は
唯
だ
君
、
君
の
貴
ぶ
所
は
唯
だ
心
、
心
の
貴
ぶ
所
は
唯
だ

一
な
り
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
聖
人
た
る
君
主
が
、
心
術
を
操

っ
た
内
観
に
よ
っ
て
居
な
が
ら
に
し
て
「
一
」
を
獲
得
し
、
「
一
に

t
4
9
 

起
ち
て
端
す
」
「
之
を
大
に
し
て
以
て
天
下
を
知
り
、
之
を
小
に
し

く
に

て
以
て
邦
を
治
む
」
と
、
自
ら
体
得
し
た
「
一
」
を
用
い
て
国
家

を
統
治
す
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
《
識
一
》
は
そ
の
全
体
が
、
宇
宙
の
本
体
・
根
源

で
あ
る
「
一
」
を
体
得
し
た
君
主
に
よ
る
、
極
め
て
唯
心
主
義
的

傾
向
の
強
い
統
治
論
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
基
本
的
性
格
に
お

い
て
《
識
一
》
は
、
「
道
」
を
体
得
し
た
君
主
に
よ
る
統
治
論
で
あ

る
『
老
子
』
と
極
め
て
強
い
共
通
性
を
示
す
。

ぉ

ま
た
「
是
の
故
に
聖
人
は
其
の
所
に
処
り
て
、

と

い

た

邦
家
の
図
は
之

あ
わ

り
、
天
下
を
井
す
る
が
如
く
し
て
之
を
祖
る
」
と
か
、
「
道
を
識
る

に
、
坐
し
て
席
よ
り
下
ら
ず
。
冤
に
描
り
て
名
を
知
り
、
耳
亡
く

し
て
声
を
聞
く
」
と
、
君
主
は
居
な
が
ら
に
し
て
世
界
中
の
事
象

を
認
識
し
尽
く
す
と
の
主
張
は
、
「
戸
を
出
で
ず
し
て
天
下
を
知
り
、

澗
を
窺
わ
ず
し
て
天
道
を
見
る
。
其
の
出
ず
る
こ
と
弥
い
よ
遠
け

れ
ば
、
其
の
知
る
こ
と
弥
い
よ
少
し
。
是
を
以
て
聖
人
は
、
行
か

ず
し
て
知
り
、
見
ず
し
て
名
づ
け
、
為
す
こ
と
無
く
し
て
成
る
」

（
第
四
十
七
章
）
と
す
る
『
老
子
』
の
主
張
と
も
、
顕
著
な
類
似

性
を
示
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
両
者
の
間
に
、
何
ら
か
の
影
郷
霊
関
係
が
存
在
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
《
識
一
》
に
は
「
道
を
識
る
に
、
坐
し
て
席
よ
り
下

ら
ず
」
と
あ
っ
て
、
『
老
子
』
の
「
道
」
と
の
関
係
を
連
想
さ
せ
る
。

し
か
し
《
識
一
》
が
「
道
」
に
言
及
す
る
の
は
こ
の
一
箇
所
の
み

で
、
他
は
す
べ
て
「
一
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
の
「
道
」

は
則
る
べ
き
理
法
（
後
出
の
一
）
の
意
味
で
あ
っ
て
、
直
接
『
老

子
』
の
「
道
」
を
指
す
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
《
識

一
》
が
「
無
」
「
無
為
」
「
徳
」
な
ど
、
『
老
子
』
を
特
徴
づ
け
る

概
念
を
一
切
使
用
し
な
い
点
を
も
考
慮
に
含
め
れ
ば
、
基
本
構
造

が
近
似
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
者
の
間
に
同
一
学
派
に
よ
る

姉
妹
篇
的
著
作
と
い
っ
た
直
接
的
関
係
が
存
在
し
た
と
は
言
い
難

い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
基
本
構
造
の
顕
著
な
類
似
性
に
注
目
す
れ

ば
、
両
者
の
間
に
何
ら
か
の
間
接
的
影
牌
関
係
が
あ
っ
た
可
能
性

(61) 



は
否
定
で
き
ず
、
今
後
の
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
宇
宙
生
成
論
を
備
え
た
先
秦
の
道
家
思
想
と
し
て
は
、

唯
一
『
老
子
』
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
だ
が
郭
店
楚
簡
『
太

一
生
水
』
に
は
、
「
太
一
水
を
生
ず
。
水
反
り
て
太
一
を
輔
け
、
是

を
以
て
天
を
成
す
。
天
反
り
て
太
一
を
輔
け
、
是
を
以
て
地
を
成

す
。
天
地
復
た
相
輔
け
、
是
を
以
て
神
明
を
成
す
。
神
明
復
た
相

輔
け
、
是
を
以
て
陰
陽
を
成
す
。
陰
陽
復
た
相
輔
け
、
是
を
以
て

四
時
を
成
す
。
四
時
復
た
相
輔
け
、
是
を
以
て
淮
熱
を
成
す
。
准

熱
復
た
相
輔
け
、
是
を
以
て
湿
燥
を
成
す
。
湿
燥
復
た
相
輔
け
、

歳
を
成
し
て
止
む
」
と
、
「
太
一
」
を
宇
宙
の
本
体
・
根
源
と
す
る

宇
宙
生
成
論
が
存
在
す
る
和
47)0

ま
た
上
博
楚
簡
『
恒
先
』
に
は
、
「
恒
の
先
は
無
な
る
も
、
質
・

静
•
虚
有
り
。
質
は
大
質
と
な
り
、
静
は
大
静
と
な
り
、
虚
は
大

虚
と
な
ら
ば
、
自
ら
厭
い
て
自
ら
忍
ば
ず
し
て
、
或
作
る
。
或
有

れ
ば
焉
ち
気
有
り
。
気
有
れ
ば
焉
ち
有
有
り
。
有
有
れ
ば
焉
ち
始

め
有
り
。
始
め
有
れ
ば
焉
ち
往
く
者
有
り
。
未
だ
天
地
有
ら
ざ
れ

ば
、
未
だ
行
を
作
す
こ
と
有
ら
ず
。
出
で
て
虚
静
よ
り
生
ず
れ
ば
、

一
為
る
こ
と
寂
の
若
く
、
夢
夢
と
し
て
静
同
に
し
て
、
未
だ
或
は

明
ら
か
な
ら
ず
、
未
だ
或
は
滋
生
せ
ず
。
気
は
是
れ
自
ら
生
じ
、

恒
は
気
を
生
ず
る
こ
と
莫
し
。
気
は
是
れ
自
ら
生
じ
て
自
ら
作
る
。

恒
は
気
の
生
ず
る
や
、
独
り
与
す
る
こ
と
有
ら
ざ
る
な
り
。
（
中
略
）

濁
気
は
地
を
生
じ
、
清
気
は
天
を
生
ず
。
気
の
伸
ぶ
る
や
神
な
る

か
な
。
云
云
相
生
じ
て
、
天
地
に
伸
盈
し
、
同
出
な
る
も
性
を
異

に
し
、
因
り
て
其
の
欲
す
る
所
に
生
ず
」
と
、
「
恒
」
を
宇
宙
の
本

体
・
根
源
と
す
る
宇
宙
生
成
論
が
存
在
す
る
和
4
8
)
0

今
回
の
《
識
一
》
の
発
見
に
よ
り
、
宇
宙
生
成
論
を
備
え
る
先

秦
の
道
家
思
想
は
四
つ
に
増
え
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
道
家
思

想
の
成
立
過
程
を
研
究
す
る
上
で
大
き
な
前
進
と
言
え
よ
う
。
周

の
東
征
に
よ
っ
て
黄
河
流
域
一
帯
に
普
及
し
た
上
天
•
上
帝
信
仰

に
は
、
宇
宙
生
成
論
が
存
在
し
な
い
。
ゆ
え
に
『
詩
経
』
や
『
尚

書
』
に
も
宇
宙
生
成
論
は
含
ま
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
『
詩
経
』
や

『
尚
書
』
を
経
典
視
し
た
儒
家
や
墨
家
の
思
想
に
も
、
宇
宙
生
成

論
が
説
か
れ
る
こ
と
は
な
い
。

宇
宙
生
成
論
を
備
え
る
の
は
『
荘
子
』
を
除
く
道
家
思
想
に
限

ら
れ
る
。
逆
に
宇
宙
生
成
論
を
備
え
る
道
家
思
想
は
上
天
•
上
帝

信
仰
を
含
ま
な
い
。
両
者
は
原
則
的
に
両
立
・
並
存
で
き
な
い
性

格
を
持
つ
か
ら
で
あ
る
五
49)
。
と
す
れ
ば
宇
宙
生
成
論
を
備
え
る

道
家
思
想
は
、
老
子
を
「
老
子
者
、
楚
苦
縣
腐
郷
曲
仁
里
人
也
」

（
『
史
記
』
老
荘
申
韓
列
伝
）
と
す
る
伝
承
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

上
天
•
上
帝
を
奉
ず
る
中
原
で
は
な
く
、
南
方
の
長
江
流
域
で
形

成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
る
に
『
国
語
』
の
楚
語
・
呉
語
・
越
語
や
、
上
博
楚
簡
の

文
献
中
、
楚
で
著
作
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
諸
篇
な
ど
を
見
る
限
り
、

長
江
流
域
に
も
上
天
•
上
帝
信
仰
が
普
及
し
て
い
て
、
楚
人
・
呉

(62) 



人
・
越
人
な
ど
が
宇
宙
生
成
に
つ
い
て
思
索
し
た
形
跡
は
な
い

（
注
5
0
)
°黄
河
流
域
の
中
原
に
も
長
江
流
域
の
楚
•
呉
・
越
に
も
宇

宙
生
成
論
が
存
在
し
な
い
と
す
れ
ば
、
道
家
思
想
の
宇
宙
生
成
論

は
、
い
っ
た
い
何
を
淵
源
と
し
て
発
生
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

筆
者
は
そ
の
契
機
は
前
掲
の
苗
族
創
世
歌
に
あ
っ
た
と
考
え
て
い

る
。
宇
宙
生
成
論
は
、
「
夫
れ
天
地
成
ら
ば
而
ち
高
き
に
緊
ま
り
て
、

物
は
下
に
帰
す
」
（
『
国
語
』
周
語
下
）
と
天
地
を
既
成
の
も
の
と

す
る
一
線
を
越
え
て
、
天
地
未
生
の
段
階
に
ま
で
思
索
を
遡
ら
せ

る
発
想
に
よ
っ
て
、
初
め
て
そ
の
形
成
が
可
能
と
な
る
。

苗
族
創
世
歌
に
は
「
在
根
古
根
古
的
時
候
，
天
是
忽
様
生
的
？
」

「
地
是
忽
榛
生
的
？
是
那
個
束
創
造
的
？
」
と
、
天
地
未
生
の
段

階
に
ま
で
思
索
を
遡
ら
せ
る
発
想
が
存
在
し
、
天
地
・
万
物
の
生

成
過
程
を
詳
述
す
る
。
ま
た
《
問
物
》
中
に
も
、
「
執
為
天
。
執
為

地
」
と
同
様
の
発
想
が
見
え
る
。
さ
ら
に
そ
れ
を
受
け
継
い
だ
『
楚

辞
』
天
問
で
は
、
「
日
遂
古
之
初
、
誰
偲
道
之
。
上
下
未
形
、
何
由

考
之
。
冥
昭
普
闇
、
誰
能
極
之
。
憑
粟
惟
像
、
何
以
識
之
。
明
明

闇
闇
、
惟
時
何
為
。
陰
陽
三
合
、
何
本
何
化
」
と
、
宇
宙
創
生
時

の
描
写
は
一
層
詳
細
に
な
る
。
こ
う
し
た
現
象
は
、
苗
族
創
世
歌

が
備
え
て
い
た
宇
宙
生
成
の
段
階
ま
で
思
索
を
遡
ら
せ
る
発
想
が
、

楚
国
内
の
人
々
の
一
部
に
影
郷
醤
を
及
ぼ
し
、
そ
れ
を
契
機
に
宇
宙

生
成
論
を
備
え
る
多
様
な
道
家
思
想
が
誕
生
し
た
可
能
性
を
示
唆

す
る
で
あ
ろ
う
。

苗
族
創
世
歌
で
は
、
宇
宙
の
創
造
主
は
苗
族
の
天
神
・
爺
覺
朗

努
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
観
念
的
に
設
定
し
た
物
質
的
存
在
を

物
神
化
し
た
上
で
、
そ
れ
を
「
一
」
「
太
一
」
「
道
」
「
恒
」
な
ど

と
し
て
宇
宙
の
本
体
・
根
源
に
据
え
、
上
天
•
上
帝
の
よ
う
な
人

格
神
を
宇
宙
の
主
宰
者
と
は
し
な
い
道
家
の
宇
宙
生
成
論
と
は
大

き
く
異
な
っ
て
い
る
凡
51)
。
苗
族
と
の
接
触
に
よ
っ
て
宇
宙
の
始

原
ま
で
思
索
を
遡
ら
せ
る
発
想
を
得
た
道
家
の
人
々
は
、
苗
族
の

神
を
も
周
の
神
で
あ
る
上
天
•
上
帝
を
も
宇
宙
の
主
宰
者
に
据
え

る
こ
と
な
く
、
上
記
の
物
神
化
の
方
策
を
選
択
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
前
掲
の
苗
族
創
世
歌
に
は
「
天
空
一
片
混
沌
」
と
の
句
が
あ

り
、
こ
う
し
た
思
考
か
ら
物
質
的
存
在
を
物
神
化
す
る
発
想
が
生

じ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
今
後
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
る

（注
5
2
)
0

今
回
発
見
さ
れ
た
《
識
一
》
に
は
、
事
物
に
は
一
定
の
変
化
の

プ
ロ
セ
ス
が
内
在
し
、
し
か
も
そ
の
変
化
の
プ
ロ
セ
ス
に
は
周
期

的
に
反
復
を
繰
り
返
す
規
則
性
が
あ
る
と
説
く
点
で
、
天
道
の
周

期
的
運
行
を
理
法
化
す
る
黄
老
思
想
と
の
繋
が
り
を
感
じ
さ
せ
る

要
素
が
あ
り
(Iis53)

、
ま
た
身
体
的
要
素
を
捨
象
し
て
内
な
る
精
神

を
潔
白
・
至
情
に
す
る
と
い
っ
た
心
術
を
説
く
点
で
は
、
『
管
子
』

の
心
術
·
白
心
•
内
業
な
ど
と
の
繋
が
り
を
感
じ
さ
せ
る
要
素
も

あ
る
冗
51)
。
今
後
、
先
秦
道
家
の
諸
文
献
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、

道
家
思
想
の
成
立
過
程
が
よ
り
一
層
解
明
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

(63) 



(
1
)
原
釈
文
は
「
障
」
を
「
障
」
に
釈
読
し
て
阻
塞
・
阻
隔
の
義
に
解

す
る
。
し
か
し
こ
の
文
章
全
体
の
文
義
か
ら
は
、
「
暗
」
の
ま
ま
に
し

て
鬼
が
備
え
る
明
智
•
明
察
の
義
に
解
す
べ
き
で
あ
る
。

(
2
)
原
釈
文
は
「
臥
」
を
「
「
食
」
「
臥
」
賞
為
一
字
」
と
述
べ
て
、
飲

食
の
義
に
解
す
る
。
だ
が
「
臥
」
は
「
飼
」
の
本
字
な
の
で
、
こ
こ

で
は
「
飼
」
に
釈
読
し
、
飲
食
物
を
供
え
て
接
う
意
味
に
解
し
た
。

(
3
)
原
釈
文
は
「
窒
」
を
「
塞
」
の
異
体
字
と
し
た
上
で
「
賽
」
の
義

に
解
す
る
。
今
こ
れ
に
従
っ
て
報
恩
の
義
に
解
し
た
。

(
4
)
原
釈
文
は
「
敬
」
に
釈
読
す
る
が
、
蘇
建
洲
「
試
繹
《
凡
物
流
行
》

甲
8

「
敬
天
之
明
」
」
（
復
旦
大
學
出
土
文
献
輿
古
文
字
研
究
中
心
網

姑
・
ニ

0
0九
年
一
月
十
七
日
）
は
、
「
造
」
字
に
膝
定
し
た
上
で
、

「
昭
」
の
通
椴
字
と
す
る
。
今
こ
れ
に
従
っ
て
「
昭
」

音
通
に
よ
る

に
改
め
た
。

(
5
)
原
釈
文
は
「
限
」
を
「
盟
」
に
釈
読
す
る
が
、
「
昭
天
」

を
指
す
語
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
「
明
」
に
釈
読
し
た
。

(
6
)
原
釈
文
は
「
餌
」
を
「
問
」
と
す
る
が
、
以
下
の
文
章
は
発
問
の

文
章
で
は
な
い
の
で
、
「
聞
」
に
改
め
た
。

(
7
)
原
釈
文
は
「
雁
」
を
雁
鳥
の
義
に
解
す
る
。

注 、。
た
し

の
明
察
力

だ
が
雁
は
そ
の
身
体

の
赤
色
の
故
を
以
て
赤
雁
と
も
称
さ
れ
る
鳥
で
あ
る
。
そ
こ
で
夕
陽
・

落
日
と
の
関
係
か
ら
赤
色
の
意
味
に
解
し
た
。

(
8
)
原
釈
文
は
「
障
」
を
「
障
」
に
釈
読
し
て
遮
蔽
の
意
に
解
す
る
。

だ
が
直
前
の
文
章
に
は
「
何
故
大
而
不
燿
」
と
あ
り
、
そ
れ
と
の
対

比
を
考
え
る
と
、
「
障
」
の
ま
ま
に
し
て
輝
く
意
味
に
解
し
た
方
が
よ

‘,
0

 

し

(
9
)
原
釈
文
は
「
致
」
を
「
肘
」
に
釈
読
し
、
「
討
」
は
「
樹
」
の
本
字

で
、
「
樹
」
に
は
遮
蔽
の
意
味
が
あ
る
と
す
る
。
今
こ
れ
に
従
い
、
太

陽
が
大
地
に
覆
い
隠
さ
れ
る
意
味
に
解
し
た
。

(10)

原
文
は
「
餌
」
一
字
の
み
で
あ
る
が
、
原
釈
文
は
「
問
之
日
」
の

省
略
だ
と
す
る
。
そ
れ
に
従
い
「
之
日
」
二
字
を
補
っ
て
置
く
。

(11)

原
釈
文
は
「
音
」
を
「
商
」
と
し
た
上
で
、
音
通
に
よ
っ
て
「
電
」

字
に
釈
読
す
る
が
、
復
旦
大
學
出
土
文
猷
輿
古
文
字
研
究
中
心
研
究

生
讀
書
會
「
《
上
博
（
七
）
．
凡
物
流
形
》
重
編
繹
文
」
（
復
旦
大
學
出

土
文
献
輿
古
文
字
研
究
中
心
網
姑
・
ニ

O
O
八
年
十
二
月
三
十
一
日
）

が
「
露
」
に
釈
読
す
る
の
に
従
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
稲
妻
の
意
味

で
あ
る
。

(12)

原
釈
文
は
「
挽
」
を
無
心
な
様
と
解
釈
す
る
が
、
「
祈
」
に
辣
定
し

て
「
近
」
字
と
す
る
「
《
上
博
（
七
）
．
凡
物
流
形
》
重
編
繹
文
」
に

従
っ
た
。

(13)

原
釈
文
は
「
矢
」
を
「
施
」
字
に
解
し
て
施
布
・
施
行
の
義
と
す

る
。
今
こ
れ
に
従
う
。

(64) 



(14)

原
釈
文
は
「
餌
」
を
「
問
」
と
す
る
が
、
以
下
の
文
章
は
発
問
の

文
章
で
は
な
い
の
で
、
「
聞
」
に
改
め
た
。

(15)

原
釈
文
は
「
俊
」
を
「
文
」
に
釈
読
し
、
礼
楽
制
度
を
指
す
と
す

る
が
、
「
冤
」
に
釈
読
す
べ
き
だ
と
す
る
李
鋭
「
《
凡
物
流
形
》
繹
文

新
編
（
稿
）
」
（
清
華
大
學
簡
吊
網
・
ニ

0
0九
年
一
月
二
十
六
日
）

に
従
っ
た
。

(16)
原
釈
文
は
「
國
」
に
釈
読
す
る
が
、
孫
飛
燕
「
〈
凡
物
流
行
〉
札
記
」

（
稿
本
）
は
、
竹
簡
上
の
文
字
は
古
文
の
「
淵
」
字
で
あ
る
と
し
た

上
で
、
「
視
於
天
、
下
番
於
淵
」
と
断
句
す
べ
き
だ
と
指
摘
す
る
。
今

こ
れ
に
従
う
。
ま
た
李
鋭
「
《
凡
物
流
形
》
繹
文
新
編
（
稿
）
」
は
、
「
視
」

の
上
に
「
上
」
字
を
脱
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
う
。
今
そ
の

説
に
従
い
、
後
に
掲
げ
る
復
元
テ
キ
ス
ト
で
は
「
上
」
字
を
補
っ
て

置
く
。

(17)

原
釈
文
は
「
箸
」
を
「
書
」
に
釈
読
し
て
書
籍
を
指
す
と
説
明
す

る
が
、
文
義
が
通
じ
が
た
い
。
私
見
に
よ
り
「
著
」
に
釈
読
し
、
現

在
か
ら
未
来
に
わ
た
る
推
移
、
成
り
行
き
の
意
味
に
解
釈
し
た
。

(
1
8
)原
釈
文
は
「
啄
」
を
「
貌
」
に
釈
読
し
て
面
容
•
相
貌
の
意
に
解

す
る
。
こ
れ
に
対
し
沈
培
「
略
説
《
上
博
（
七
）
》
新
見
的
「
一
」
字
」

（
復
旦
大
學
出
土
文
猷
輿
古
文
字
研
究
中
心
網
姑
・
ニ

O
O
八
年
十

二
月
三
十
一
日
）
は
、
こ
の
文
字
は
「
一
」
だ
と
指
摘
す
る
。
沈
培

説
は
正
鵠
を
射
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
以
下
「
琢
」
字
は
す
べ

て
「
一
に
改
め
る
。

(19)

原
釈
文
は
「
旨
」
と
釈
読
し
て
主
張
・
用
意
の
意
味
に
解
釈
す
る

が
、
李
鋭
「
《
凡
物
流
形
》
繹
文
新
編
（
稿
）
」
に
よ
り
「
稽
」
字
に

改
め
る
。

(20)
原
釈
文
は
「
食
」
を
「
陰
」
に
釈
読
し
て
弱
小
の
意
味
に
解
釈
す

る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
《
上
博
（
七
）
．
凡
物
流
形
》
重
編
繹
文
」
や

宋
華
強
「
《
上
博
（
七
）
．
凡
物
流
形
》
散
札
」
（
武
漢
大
學
簡
吊
網
・

ニ
O
O
九
年
一
月
六
日
）
は
「
窮
」
に
釈
読
す
る
。
今
こ
れ
に
従
う
。

(21)
原
釈
文
は
「
亜
」
を
「
悪
」
に
釈
読
す
る
が
、
李
鋭
「
《
凡
物
流
形
》

繹
文
新
編
（
稿
）
」
が
「
疑
為
一
生
雨
」
と
す
る
の
に
従
い
、
「
雨
」

字
に
改
め
た
。

(22)

原
釈
文
は
「
弔
」
に
釈
読
し
て
「
善
」
の
意
味
に
解
す
る
が
、
沈

培
「
略
説
《
上
博
（
七
）
》
新
見
的
「
一
」
字
」
に
よ
り
「
四
」
字
に

改
め
た
。

(23)

原
釈
文
は
「
ー
」
を
「
章
」
に
釈
読
し
法
度
・
章
程
の
意
味
に
解

す
る
が
、
「
順
」
で
は
な
い
か
と
す
る
李
鋭
「
《
凡
物
流
形
》
繹
文
新

編
（
稿
）
」
に
従
い
「
順
」
に
改
め
た
。

(24)

こ
こ
の
「
一
」
は
上
文
と
の
対
応
関
係
か
ら
術
字
と
し
て
除
く
べ

き
で
あ
ろ
う
。

(25)

原
釈
文
は
「
同
」
に
釈
読
す
る
が
文
義
が
通
じ
が
た
い
。
私
見
に

よ
り
「
逍
」
に
釈
読
し
た
。

(26)

原
釈
文
は
「
天
咸
」
を
「
天
一
」
の
異
称
と
し
、
な
お
か
つ
郭
店

楚
簡
『
太
一
生
水
』
の
「
太
一
」
と
同
じ
だ
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し

(65) 



て
凡
國
棟
「
上
博
七
《
凡
物
流
形
》
簡

2

5
”
天
犬
“
試
解
」
（
武

漢
大
學
簡
吊
網
・
ニ

0
0
九
年
一
月
五
日
）
は
天
上
の
咸
池
を
指
す

と
言
う
。
今
そ
の
説
に
従
っ
て
解
釈
し
て
置
く
。

(27)

原
釈
文
は
待
考
と
す
る
が
、
字
形
と
前
後
の
文
脈
か
ら
「
始
」
と

隷
定
し
て
置
い
た
。

(
2
8
)
原
釈
文
は
「
厄
」
を
「
厚
」
に
釈
読
す
る
が
、
「
危
」
に
釈
読
す
る

「
《
上
博
（
七
）
．
凡
物
流
形
》
重
編
繹
文
」
に
従
っ
た
。

(29)
原
釈
文
は
「
條
」
を
「
虎
」
に
釈
読
す
る
が
、
「
安
」
に
釈
読
す
る

「
《
上
博
（
七
）
．
凡
物
流
形
》
重
編
繹
文
」
に
従
っ
た
。

(
3
0
)
原
釈
文
は
「
可
」
を
「
何
」
に
釈
読
す
る
が
、
そ
れ
は
釈
文
を
担

当
し
た
曹
錦
炎
氏
が
『
凡
物
流
形
』
全
体
を
、
『
楚
辞
』
天
問
と
同
じ

く
「
有
問
無
答
」
の
形
式
だ
と
す
る
前
提
に
立
つ
か
ら
で
あ
る
。
前

後
の
文
脈
か
ら
す
れ
ば
、
「
可
」
の
ま
ま
が
よ
い
。

(31)

原
文
は
「
日
」
一
字
の
み
で
あ
る
が
、
私
見
に
よ
り
「
聞
之
」
ニ

字
を
補
つ
て
置
い
た
。

(32)
原
釈
文
は
「
旨
」
と
釈
読
す
る
が
、
李
鋭
「
《
凡
物
流
形
》
繹
文
新

編
（
稿
）
」
に
よ
り
「
稽
」
字
に
改
め
た
。

(33)
墨
鉤
の
下
に
あ
る
文
字
は
、
曹
錦
炎
氏
が
「
為
抄
窟
者
随
手
所
書
」

と
述
べ
る
よ
う
に
、
本
文
と
は
無
関
係
と
考
え
ら
れ
る
^
)

(34)
復
旦
大
學
出
土
文
献
輿
古
文
字
研
究
中
心
網
姑
・
ニ

0
0
八
年
十

二
月
三
十
一
日
。

(35)
清
華
大
學
簡
吊
網
・
ニ

O
O九
年
一
月
二
十
六
日
。

(36)

こ
の
発
問
の
意
味
に
は
不
明
瞭
な
点
が
残
る
。
例
え
ば
金
属
の
容

器
に
水
を
入
れ
て
下
か
ら
火
を
焚
き
、
湯
を
沸
か
す
こ
と
か
と
も
考

え
ら
れ
る
が
、
疑
問
と
し
て
置
く
。

(
3
7
)
君
主
が
用
い
る
覧
の
前
後
に
は
冤
旋
な
る
飾
り
玉
が
垂
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
君
主
が
あ
ま
り
目
が
利
き
す
ぎ
る
と
臣
下
の
欠
点
ば
か
り
が

目
に
付
き
、
寛
大
さ
を
失
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
と
い
う
。
と
す
れ
ば
、

冤
の
着
用
は
目
が
利
か
な
い
状
態
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の

文
章
は
、
目
が
利
か
な
い
状
態
で
あ
り
な
が
ら
、
万
物
の
名
称
を
知

り
尽
く
す
と
の
意
味
に
な
り
、
下
文
の
「
耳
亡
く
し
て
声
を
聞
く
」

と
き
れ
い
に
対
応
す
る
。
そ
こ
で
原
釈
文
の
よ
う
に
「
目
」
を
補
う

必
要
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

(
3
8
)
王
逸
『
楚
辞
章
句
』
、
洪
興
祖
『
楚
辞
補
註
』
、
朱
子
『
楚
辞
集
註
』
、

王
夫
之
『
楚
辞
通
繹
』
、
屈
復
『
楚
辞
新
注
』
、
陳
本
證
『
屈
辞
精
義
』
、

戴
震
『
屈
原
賦
注
』
、
林
雲
銘
『
楚
辞
燈
』
、
陸
侃
如
『
屈
原
』
、
藤
野

岩
友
『
巫
系
文
学
論
』
（
大
学
書
房
•
一
九
六
九
年
）
な
ど
。

(
3
9
)
上
博
楚
簡
の
書
写
年
代
に
つ
い
て
は
、
浅
野
裕
一
編
『
竹
簡
が
語

る
古
代
中
国
思
想
ー
上
博
楚
簡
研
究
』
（
汲
古
書
院
・
ニ

0
0
五
年
四

月
）
参
照
。

(
4
0
)
庖
平
『
天
問
本
事
』
、
胡
適
『
讀
楚
辟
』
、
聞
一
多
『
楚
辞
校
補
』
、

星
川
清
孝
『
楚
辞
の
研
究
』
（
接
徳
社
・
一
九
六
一
年
）
な
ど
。

(41)

『
史
學
』
第
四
十
八
巻
第
二
号
（
三
田
史
学
会
・
一
九
七
七
年
）
。

(42)
『
国
際
文
化
論
集
』
第
十
二
巻
第
二
号
（
西
南
学
院
大
学
学
術
研
究

(66) 



所
・
一
九
九
八
年
）
。

(
4
3
)
『
従
政
』
の
詳
細
に
関
し
て
は
、
湯
浅
邦
弘
「
上
博
楚
簡
『
従
政
』

の
竹
簡
連
接
と
分
節
に
つ
い
て
」
（
『
中
国
研
究
集
刊
』
三
六
号
・
ニ

0
0
四
年
）
、
及
び
湯
浅
邦
弘
「
上
博
楚
簡
『
従
政
』
と
儒
家
の
「
従

政
」
」
（
『
中
国
研
究
集
刊
』
三
六
号
・
ニ

0
0
四
年
）
参
照
。

(
4
4
)
こ
れ
と
よ
く
似
た
思
考
は
、
「
合
抱
之
木
、
生
於
豪
末
。
九
成
之
盗
、

起
干
累
土
。
千
里
之
行
、
始
於
足
下
」
（
第
六
十
四
章
）
と
、
『
老
子
』

に
も
見
え
る
。

(
4
5
)
こ
れ
は
、
「
昔
之
得
一
者
、
天
得
一
以
消
、
地
得
一
以
寧
、
紳
得
一

以
墜
、
谷
得
一
以
盈
、
萬
物
得
一
以
生
、
侯
王
得
一
以
為
天
下
貞
」
（
第

三
十
九
章
）
と
す
る
『
老
子
』
と
も
通
ず
る
思
考
で
あ
る
。

(
4
6
)
「
道
生
一
、
一
生
二
、
二
生
三
、
三
生
萬
物
。
萬
物
負
陰
而
抱
陽
、

沖
氣
以
為
和
」
（
第
四
十
二
章
）
と
す
る
『
老
子
』
を
参
考
に
す
れ
ば
、

「
三
」
は
陰
陽
二
気
と
沖
気
の
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
ま
た
「
是
を
以

て
陰
陽
を
成
す
。
陰
陽
復
た
相
輔
け
、
是
を
以
て
四
時
を
成
す
」
と

す
る
『
太
一
生
水
』
を
参
考
に
す
れ
ば
、
「
四
」
は
四
時
の
可
能
性
が

あ
ろ
う
。

(47)

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
郭
店
楚
簡
『
太
一
生
水
』
と
『
老

子
』
の
道
」
（
『
中
国
研
究
集
刊
』
二
六
号
・
ニ

0
0
0
年
）
参
照
。

(
4
8
)
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
上
博
楚
簡
『
恒
先
』
の
道
家
的
特

色
」
（
『
早
稲
田
大
学
長
江
流
域
文
化
研
究
所
年
報
』
第
三
号
・
ニ

O

0
五
年
）
参
照
。

(
4
9
)
上
天
•
上
帝
は
天
地
・
万
物
の
創
造
主
と
は
さ
れ
ず
、
上
天
•
上

帝
が
創
造
し
た
と
さ
れ
る
の
は
、
「
天
は
蒸
民
を
生
ず
」
（
『
詩
経
』
大

雅
・
蒸
民
）
と
、
わ
ず
か
に
人
類
の
み
で
あ
る
。
し
か
も
上
天
•
上

帝
は
地
に
対
す
る
天
と
し
て
の
性
格
も
持
つ
か
ら
、
自
ら
天
を
創
造

し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
天
が
天
を
生
じ
た
と
の
矛
盾
を
来
す
。
そ
の

た
め
、
上
天
・
上
帝
を
創
造
主
と
す
る
形
で
宇
宙
生
成
論
を
形
成
す

る
行
為
は
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
上
天
•
上

帝
信
仰
と
道
家
的
宇
宙
生
成
論
を
折
衷
す
る
試
み
も
存
在
し
た
が
、

結
局
は
支
離
滅
裂
な
内
容
に
終
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
点
の
詳
細
に
関

し
て
は
、
拙
著
『
古
代
中
国
の
宇
宙
論
』
（
岩
波
書
店
・
ニ

0
0
六
年
）

参
照
。

(
5
0
)
楚
の
東
方
征
服
に
よ
り
上
天
•
上
帝
信
仰
は
長
江
流
域
一
帯
に
普

及
す
る
。
こ
れ
は
殷
周
革
命
時
に
黄
河
流
域
で
実
施
さ
れ
た
周
の
東

方
征
服
に
続
く
、
上
天
•
上
帝
の
第
二
次
東
征
で
も
あ
る
。
ま
た
呉

や
越
に
は
別
の
経
路
か
ら
上
天
•
上
帝
信
仰
が
持
ち
込
ま
れ
て
い
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
上
博
楚
簡
『
束
大
王
泊
旱
』
の
災
異

思
想
」
（
『
集
刊
東
洋
学
』
第
百
号
・
ニ

0
0
八
年
）
参
照
。

(51)

苗
族
創
世
歌
の
場
合
、
爺
覺
朗
努
な
る
苗
族
の
神
が
自
ら
宇
宙
を

創
造
し
た
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
上
天
•
上
帝
信
仰
と
宇
宙
生
成
論

を
結
合
す
る
場
合
の
よ
う
な
矛
盾
は
生
じ
な
い
。
な
お
道
家
的
宇
宙

生
成
論
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
注
(
4
9
)
の
拙
著
参
照
。

(52)
古
代
か
ら
漢
族
に
圧
迫
さ
れ
続
け
た
苗
族
は
次
々
に
辺
境
に
追
い

(67) 



や
ら
れ
、
苗
族
は
現
在
湖
南
省
西
部
、
貴
州
省
東
南
部
、
四
川
省
南

部
、
雲
南
省
東
部
、
ラ
オ
ス
北
部
な
ど
に
分
散
し
て
居
住
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
苗
族
が
伝
え
る
創
世
歌
に
も
、
居
住
地
域
に
応
じ
て
多
く

の
種
類
が
あ
る
。
ま
た
『
民
間
文
学
』
一
九
六
三
年
第
二
期
は
、
貴

州
布
依
族
の
古
歌
「
辟
地
揺
天
」
を
採
録
す
る
が
、
そ
こ
で
は
「
翁

婆
」
な
る
祖
先
神
が
天
地
・
万
物
を
創
造
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

(53)
黄
老
思
想
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
黄
老
道
の
成
立
と
展
開
』
（
創
文

社
・
一
九
九
二
年
）
参
照
。

(54)
そ
れ
以
外
に
も
《
識
一
》
と
似
た
唯
心
主
義
的
統
治
論
と
し
て
は
、

「
故
に
君
子
已
む
を
得
ず
し
て
天
下
に
臨
苺
め
ば
、
無
為
に
若
く
は

莫
し
。
（
中
略
）
故
に
君
子
、
荀
も
能
＜
其
の
五
蔵
を
解
く
こ
と
無
く
、

其
の
聡
明
を
擢
く
こ
と
無
け
れ
ば
、
戸
居
し
て
龍
見
し
、
淵
黙
し
て

雷
声
あ
り
。
神
動
き
て
天
随
い
、
従
容
無
為
に
し
て
万
物
は
炊
累
す
」

と
す
る
、
『
荘
子
』
在
宥
篇
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
身
体
的

要
素
を
捨
象
し
て
心
を
潔
白
に
せ
よ
と
す
る
点
に
関
し
て
は
、
「
君
子

は
其
の
独
を
慎
む
。
其
の
独
を
慎
む
と
は
、
夫
の
五
を
捨
て
て
其
の

心
を
慎
む
の
謂
を
言
う
。
君
子
然
る
后
に
一
な
り
。
一
と
は
、
夫
の

五
一
心
を
為
す
な
り
」
（
吊
書
『
五
行
』
説
7
)

と
か
、
「
与
に
始
む

る
こ
と
有
る
と
は
、
其
の
体
と
与
に
始
む
る
を
言
う
。
与
に
終
う
る

こ
と
元
し
と
は
、
其
の
体
を
捨
て
て
其
の
心
を
独
に
す
る
を
言
う
な

り
」
（
吊
書
『
五
行
』
説
8
)
と
、
五
体
を
捨
て
去
っ
て
心
の
み
を
独

立
さ
せ
よ
と
す
る
郭
店
楚
簡
『
五
行
』
や
馬
王
堆
吊
書
『
五
行
』
の

慎
独
思
想
や
、
「
若
は
志
を
一
に
せ
よ
。
之
を
聴
く
に
耳
を
以
て
す
る

こ
と
無
く
し
て
、
之
を
聴
く
に
心
を
以
て
せ
よ
。
之
を
聴
く
に
心
を

以
て
す
る
こ
と
無
く
し
て
、
之
を
聴
く
に
気
を
以
て
せ
よ
。
聴
く
は

耳
に
止
ま
り
、
心
は
符
す
に
止
ま
る
も
、
気
な
る
者
は
虚
に
し
て
物

を
待
つ
者
な
り
。
唯
だ
道
は
虚
し
き
に
集
く
。
虚
し
き
は
心
斎
な
り
」

と
か
、
「
翼
有
る
を
以
て
飛
ぶ
者
を
聞
く
も
、
未
だ
粟
無
き
を
以
て
飛

ぶ
者
を
聞
か
ざ
る
な
り
。
知
有
る
を
以
て
知
る
者
を
聞
く
も
、
未
だ

知
無
き
を
以
て
知
る
者
を
聞
か
ず
。
彼
の
関
せ
る
者
を
聰
る
に
、
虚

し
き
室
に
白
を
生
ず
。
吉
祥
は
止
ま
る
に
止
ま
る
も
、
夫
れ
且
つ
止

ま
ら
ず
。
是
を
之
れ
坐
馳
と
謂
う
。
夫
れ
耳
目
に
拘
い
て
内
通
し
、

心
知
を
外
に
す
れ
ば
、
鬼
神
も
将
に
来
り
舎
ら
ん
と
す
」
（
人
間
世
篇
）

と
す
る
『
荘
子
』
の
心
斎
思
想
と
も
通
ず
る
性
格
を
持
つ
。

[
附
記
]

本
稿
の
要
旨
は
、
「
《
凡
物
流
形
》
的
結
描
」
（
武
漢
大
學
簡
吊
網
・
ニ

O

0
九
年
一
月
二
十
三
日
）
、
及
び
「
《
凡
物
流
形
》
的
結
描
新
解
」
（
武
漠
大

-
O
O九
年
二
月
二
日
）
と
し
て
発
表
済
み
で
あ
る
。

學
簡
吊
網
．

(68) 




